
近
代
黎
明
期
の
通
信

日
本
語

「
電
信
」

「電
話
」

の
変
遷
を

め
ぐ

っ
て

新

井

菜

穂

子

近代黎明期の通信

は
じ
め

に

西
洋
科
学
技
術

の
受
容
と
そ
の
発
展
に
よ

っ
て
、
日
本

の

「近
代
化
」
が
進

ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
「電
信
」
「電
話
」
と

い
う
新
し
い
通
信
方
式
が
導

入
さ
れ
た
近
代
以
降
、
私
た
ち
の
文
化
生

活
が
飛
躍
的

に
発
展
し
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

明
治

の
啓
蒙
家
福
沢
諭
吉
は
、
歴
史
を
動
か
す
も
の
は
時
勢
で
あ
り
、
時
勢

を
動
か
す
も
の
は
交
通
の
便
で
あ
る
と
説

い
た
。
十
九
世
紀
文
明
の
急
速
な
る

発
展
は
蒸
氣
船
車
、
電
信
、
郵
便
、
印
刷

の
發
明
工
夫

に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

こ
の
工
夫
が
民
情
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
新

し
い
技
術
の
発
明
が
歴
史
を
動
か
す

　ユ

　

原
因
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

古
來
世
に
發
明
工
夫
甚
だ
尠
な
か
ら
ず
。
天
文
、
化
學
、
器
械
學
等
、

何
れ
も
時
代

に
隨
て
面
目
を
改
め
た
る
は
諸
書
に
據

て
之
を
知
る
可
し
。

古
は
地
動
の
説
、
元
素

の
發
明
、
火
器
の
製
造
よ
り
、
近
代
に
は
種
痘
、

が

す

と
う

瓦
斯
燈
、
紡
績
器
械
等
、
其
最
も
著
し
き
も
の
に
し
て
功
徳
も
亦
僅
少
な

ら
ず
と
雖
ど
も
、
凡
そ
其
實
用
の
最
も
廣
く
し
て
瓧
會
の
全
面
に
直
接
の

影
響
を
及
ぼ
し
人
類
肉
體

の
禍
福
の
み
な
ら
ず
其
内
部
の
精
神
を
動
か
し

て
智
徳
の
有
樣
を
も

一
變
し
た
る
も
の
は
、
蒸
氣
船
車
電
信
の
發
明
と
郵

便
印
刷
の
工
夫
、
是
な
り
。

(『民
情

一
新
』、
明
治
十
二
年
)

近
代

の

「通
信
」
で
あ
る

「電
信
」
「電
話
」
は
、
当
初
、
「伝
信
」
「伝
話
」

と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
は
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
な
経
緯

で

「
伝
信
」
か
ら

「電
信
」

へ
、
「伝
話
」
か
ら

「電
話
」

へ
と
置
き
換
え
ら
れ
、

「電
信
」
「電
話
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
定
着
し
、
発
展
し
て
き

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
代
時
代

で
使
わ
れ
て
来
た
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
通
し
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て
、
日
本

の

「通
信
」
の
歴
史
を
探

っ
て
み
た
い
と
思
う
。

一

電
信

日
本

で
電
信
機
に
よ
る
通
信
が
始
ま
る
の
は
、
明
治
二
年

の
こ
と
で
、
日
本

に
も
た
ら
さ
れ
た

「電
信
機
」
と
し
て
は
、
安
政
元
年

(
一
八
五
四
)
正
月
、

二
度
目

の
ペ
リ
ー
来
航
の
際
に
幕
府

へ
献

上
さ
れ
た
電
信
機
や
、
同
年
閏
七
月

に
オ
ラ
ン
ダ
献
上
の
電
信
機
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
安
政
元
年

一
月
十
三
日
、

箕
作
阮
甫
が
長
崎

へ
出
張
し
た
際
、
出
島
和
蘭
商
館
で
電
信
機
を
見
た
と
い
う

(2

)

記
録
が

『西
征
紀
行
』
に
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
前
に
ペ
リ
ー
来
航
の
際
の
も
の

と
は
別

の
電
信
機
が
長
崎
に
渡
来
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「電
信
機
」

に
つ
い
て
の
知
識
そ
の
も
の
は
そ
れ
以
前

か
ら
あ
り
、
日
本
人
と
し
て
最
初
に

電
信
を
見
聞
し
た
の
は
中
浜
万
次
郎

で
あ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。
万
次
郎
は
、

天
保
十
二
年

(
一
八
四

一
)
十
四
歳
の
時
、
出
漁
中

に
遭
難
し
て
ア
メ
リ
カ
船

に
救
わ
れ
、
以
後
、
嘉
永
四
年

(
一
八
五

一
)
に
帰
国
す
る
ま
で
十

一
年
問
ア

メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
。

石
井
研
堂
は
、
万
次
郎
の
電
信
機
に
関

す
る
口
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

(
3
)

し

て

い
る

。
嘉
永
五
年

に
米
國
よ
り
歸
朝
せ
る
漂
流
萬
次
郎

の
口
書
に

「路
頭
に
高

く
張
金
を
引
こ
れ
有
り
、
是
に
書
状

を
掛
、
驛
よ
り
驛

へ
お
の
つ
と
逹
し

飛
脚
を
勞
し
申
さ
ず
候
、
中

に
て
行

逢
は
ぬ
樣
往
來
の
差
別
を
仕
り
御
座

候
、
此
機
私
は
存
じ
申
さ
ず
候
、
銕
に
て
磁
石
を
吸
よ
せ
候
樣
に
相
考
申

候
」
と
あ
り
、
電
信
發
明
問
も
無
き
事
な
れ
ば
、
萬
次
郎
も
其
智
識
な
く
、

世
人
の
噂
な
ど
を
其
の
ま
〉
述
べ
し
も
の
と
思
は
る
。

(『改
訂
増
補
明
治
事
物
起
原
』、
昭
和
十
九
年
)

日
本

に
電
信
機
に

つ
い
て
の
知
識
が
伝
え
ら
れ
た
当
初

の
記
録
と
し
て
、
川

本
幸
民
は
、
「傳
信
機
」
は

「印
點
傳
信
機
」
と

「鍼
指
傳
信
機
」
の
二
種
類

が
あ
り
、
鍼
指
傳
信
機
に
つ
い
て
、
磁
気
と
電
気
に
通
ず
れ
ば
恐
れ
る
こ
と
は

(
4
)

な

い
と
説
明
し
て
い
る
。

傳
信
機
二
種
ア
リ

一
ヲ
印
點
傳
信
機
ト
イ
フ
點
數
ヲ
以
テ
記
膈
ヲ
定
メ

此

ノ
處

ニ
テ
示
サ
ム
ト
欲

ス
ル
所
ノ
點
數
ヲ
打
テ
バ
彼
處
ノ
紙
上

二
其

ノ

數
ノ
印
痕
ヲ
出
ダ

ス
者
ナ
リ

一
ヲ
鍼
指
傳
信
機
ト
イ
フ
圓
版
ノ
周
邊

二
字

ヲ
列
シ
鍼
ヲ
以
テ
其
字
ヲ
指
示
セ
シ
ム
ル
者
ナ
リ
饒
千
萬
里
ノ
遠
キ
モ
河

海
ヲ
阻
ツ
ル
モ

一
銅
線
ノ
達

ス
ル
處

ハ
音
信
ヲ
傳

フ
ル
コ
實

二
數
瞬
ヲ
容

レ
ズ
未

タ
コ
レ
ヲ
見
ザ

ル
者

ハ
怪
ム
ベ
シ
ト
雖

ヨ
ク
麻
倔
涅
多
ト
越
歴
的

爾
ノ
理

二
通
暁
セ
バ
復
驚
ク
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
鍼
指
傳
信
…機
ハ

「
ロ
ゲ

マ
ン

氏
ノ
發
明

二
出
デ
テ

一
千
八
百
四
十
六
年
臟
が
弘
靴
二
世

二
公

ニ
ス
ベ
キ
命

ヲ
蒙
リ
タ
ル
者

ニ
シ
テ
其

ノ
理
解
シ
易
キ
ガ
故

二
今

コ
・
二
掲
示
ス

(『遠
西
奇
器
述
』
、
嘉
永
七
年
)
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近代黎明期の通信

「
ハ
リ
ガ
ネ
ダ

ヨ
リ
」
と
も
呼
ば
れ
た

「電
信
機
」
は
、
こ
の
よ
う
に
当
初

「傳
信
機
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
。
「傳
信
」
が

「電
信
」

に
置
き
換
わ

っ
た
の

は
い
つ
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

「
で
ん
し
ん
」
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
し
て
、
『明

　
ら
　

治
の
こ
と
ば
辞
典
』
に
は
、
「
で
ん
し
ん
」
は
、
「電
信
」

の
み
、
「
で
ん
し
ん

き
」
に
つ
い
て
は
、
「伝
信
機
」
と

「電

信
…機
」
を
別
々
に
記
述
し
、
明
治
二

年
に
電
信
事
務
を
行

っ
た
機
関

は

「伝

信
機
役
所
」
で
あ
り
、
同
年

「伝
信

局
」
と
改
め
、
明
治
五
年

に

「電
信
局
」

と
改
称
さ
れ
た
こ
と
が
、
伝
信
か
ら

電
信

へ
の
原
因
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

(
一
)

辞

書

　
　
　

『日
本
国
語
大
辞
曲
ハ』
に
よ
れ
ば
、
「
で
ん
し
ん
」
の
説
明
は
、
以
下

の
と
お

り
で
あ
る
。

で
ん
ー
し
ん

【電
信

・
伝
信
】
〔名

〕
O
文
字
や
符
号
、
あ
る

い
は
写
真

な
ど
を
電
気
的
な
符
号
に
変
え
て
隔

た
っ
た
場
所
で
再
現
す
る
通
信
。
ま

た
、
電
信
で
送

っ
た
文
字
や
符
号
。
電
報
。
テ
レ
グ
ラ
フ
。
㊤
電
流
を
送

電
線
で
送
る
こ
と
。
㊦
呼
び
り
ん
。
⑳
盗
人
仲
間
の
隠
語
。
④
通
諜
す
る

こ
と
を
い
う
。
◎
電
柱
を
伝

っ
て
忍
び
入
る
こ
と
を

い
う
。

　
　
　

ま
た
、
諸
橋
轍
次
の

『大
漢
和
辞
典
』

で
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【電
信
】
電
氣
を
利
用
し
文
字

・
記
號

・
符
號
に
て
音
信
を
逋
ず
る
も
の
。

電
信
機
に
よ
る
通
信
。
有
線
電
信
と
無
線
電
信
と
の
別
が
あ
る
。

【傳
信
】
O
古
事
の
真
實
な
者
は
其

の
儘
之
を
傳

へ
る
こ
と
。
㊤

漢
代
、

其

の
身
分
の
正
確
な
こ
と
を
保
證
す
る
爲
に
携

へ
た

一
尺
五
寸

の
木
。
傳

瑞
。

日
本

に
電
信
機
が
伝
え
ら
れ
た
幕
末
明
治
以
降

の
代
表
的
な
辞
書

に
あ
る

・.↓
Φ寄
ひq
蠢
日
・"、
・甫
色
①
σq
蠢
9

ミ

..↓
Φ
一①9

8

Φ
.、及

び

「電

報
」
「電

信
」

「電
話
」
に
つ
い
て
の
表
記
を
ま
と
め
る
と
、
表
1
及
び
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

文
久

二
年
、
堀
達
之
助
の

『英
和
對
訳
袖
珍
辭
書
』
で
は

「傍
信
機
」
と
あ

っ
た
の
が
、
明
治
六
年
、
柴
田

・
子
安
の

『付
音
挿
図
英
和
字
彙
』
で
は

「電

信
機
」
と
な

っ
て
お
り
、
辞
書
に
あ
る
表
記
か
ら
は
、
明
治
六
年
頃
を
境

に

「傳
信
」
か
ら

「電
信
」

へ
の
推
移
を
窺

い
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
で
は
、
ど

う

い
っ
た
経
緯
で

「傳
信
」
か
ら

「電
信
」

へ
変
わ
っ
て
行

っ
た
の
か
、
用
例

を
調
査
し
、
順
を
追

っ
て
そ
の
推
移
の
過
程
を
詳
し
く
た
ど

っ
て
み
た
い
と
思

う
。
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表1-1幕 末明治以後 の対 訳辞書(英 和 ・英華)

Telegram Telegraph Telephone

英和對訳袖珍辭書 (な し) 使信機 (な し)

堀達之助 文久2年(1862)

和英語林集成 初版 (な し) (な し) (な し)

平文 慶応3年(1867)

英華字彙 (な し) (な し). (な し)

斯維爾士維廉士 明治2年(1869)
ア ン シ ン キ

改正増補和訳譯英辭書(薩 摩辞書(初 版本)) (な し) 傳信機 (な し)

日本薩摩學生 明治2年(1869)

和英語林集成 再版 n.Denshin. n.Denshinki.一 〇ffice,denshinkyoku.一line, (な し)

平文 明治5年(1872) senro.

附音挿図英和字彙 電信 電信機 (な し)

柴田昌吉 ・子安峻 明治6年(1873)

英華和譯字典 (な し) n.報 、 傳 報 、 デ ン(傳)シ ン キ 、den-shin-ki; (Telephonic,a.far-sound一

W.ロ ブシャイ ト原著、中村敬宇等校正 awiretelegraph,線 報 、 デ ン セ ン パ ウ(線 ing,遠 聲 的、 オ ホ ク ヒ ビ ク、

明 治12年(1879) ヲ 以 テ 信 ヲ 傳 フ ル 機)、den-sen-po;electro一 �uhibiku.)

telegraph,電 報 、 デ ン(電)シ ン 、den-shin.

v.t.傳 報 、 デ ン シ ン キ ヲ モ ツ テ タ ヨ リ ヲ ツ タ

フ 、den-shinkiwomottetayoriwotsut�.

増訂英華字典 (な し) n.報 、傳 報 (Telephonic,a.Far-sound一

羅布存徳原著、井上哲次郎訂増 v.t.傳 報 ing,遠 聲 的)

明 治17年(1884)

附音 圖解英和字彙 第2版

柴田昌吉 ・子安峻 明治18年 翻刻(1885)

ア ン ン ン

電信
彳

n.電 信 機
シラ

v.t.電 報 ス ル 、電 信 機 ニ テ報 ス ル

(な し)

和英語林集成 第3版 n.Denshin,demp�. n.Denshinki.一 〇ffice,denshinkyoku.一line, (な し)

平文 明治19年(1886) densen.

アンンン ァンハワ アンン!キ

英和雙解字典 再版 電信。電報 電信機 (な し)

棚橋一郎譯 明治19年(1886)

oO
①



S

ウェブスター氏新刊大辭書和譯字彙 n.電 信 、 電 報 n.電 信 機 n.傳 話 機

イー ス トレー キ 、棚 橋 一郎 共 譯 (Telephonie,a.遠 方 二 聲 ヲ逹

明治21年(1888) スル、傳話機ノ)

附音挿図和譯英字彙 η電 信、電報 n.電 信機 n.傳 話 機

島田豐纂譯 明治21年(1888) (Telephonie,a.遠 方 二 聲 ヲ逹

スル、傳話機ノ)

明治英和字典 電 信 。電 報 。 電信機○信號器。 傳話機。

尺振八譯 明治22年(1889)

電氣譯語集 電報 (Acoustictelegraph音 響 電 信 機Automatic 電話機

伊藤潔識 明治26年(1893) telegraph自 働 電 信 機

Electrictelegraph電 信 、電 信 機[な ど])

工学字彙 第3版 電報 電信機 電話器

工學協會 明治27年(1894)

新増英華字典 (な し) n.報 、傳 報 (Telephonic,a.Far-sound一

W.ロ ブ シ ャ イ ト原著 、F.キ ング セ ル増 訂 v.t.傳 報 ing,遠 聲 的)

明 治32年(1899)

英獨和獨英和插圖電氣工學辭典 電信、電報 電信 電話

兒玉隼槌ほか 大正2年(1913)

英和工學辭典 増補改訂第8版 電報 傳信機、電信機 電話

中島鋭治ほか 大正5年(1916)

袖珍英和新辭典 電信、電報 電信機 電話器

森卷吉、山口造酒編 大正6年(1917)

模範新英和大辭典22版 電 信(ζ の 、電 報(鶏)Code θ電信機、通信器 ◎電信、電信法 電話(T7ン)器 、電 話

神 田乃武[ほ か]編 大正10年(1921) telegram.暗 號(ア ンガウ)電 報

第三圓増補電氣工學術語集 電報 電信;電 信機 電話;電 話機

日本電氣工藝委員會 大正14年(1925)

英和工學辭典 増補16版 電報 傳信機、電信機 電話

中島鋭治[ほ か]著 大正14年(1925)

外來語辭典 第7版 (な し) は りが ね だ よ り。傳 信 機 。 電信 機 。=テ リガ ラ フ。電話

あらか は そうべゑ 昭和17年(1942)

外来語辞典 電報 伝信機。電信機。 (テレ フォンガール 電話交 換

楳垣実 昭和41年(1966) 嬢)

①
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外来語辞典

荒川惣兵衛 昭和42年(1967)

電報 (遠 くで 書 く も の の 義)電 信 機 。 電 報 。(往 時'は

りが ね だ よ り'な ど とも訳 した)=テ リガ ラ フ

(遠 くの音 の 義)電 話 。 略 し て

テ レ とい う。

外来語辞典 第2版

あらかわそおべえ 昭和61年(1986)

電報 (遠 くで 書 く も の の 義)電 信 機 。 電 報 。(往 時`は

りが ね だ よ り'な ど とも訳 した)=テ リガ ラ フ

(遠 くの音 の 義)電 話 。 略 し て

テ レ とい う。

表1-2幕 末 明治以後 の対訳辞書(和 英 ・華英)

デンポ ウ デンシ ン デンワ

和英語林集成 初版 (な し) (な し) (な し)

平文 慶応3年(1867)

和英語林集成 再版 (な し) DEN-SHIN-KI,デ ン シ ン キ 、傳 信 機n.The (な し)

平文 明治5年(1872) telegraph.

和英語林集成 第3版
一

DEMPOデ ンパ ウ 電 報n. DENSHINデ ンシ ン 傳信n.Telegram: DENWAKIデ ンハキ 電話機

平文 明治19年(1886) Atelegram.Syn,DEN一
一kyoku

,telegraphoffice. n.Telephone.

SHIN. DENSHINKIデ ン シ ン キ 傳 信 機n,The

telegraph.

新譯和英辭典17版 Denp6(電 報),n.Atele一 Denshin(電 信),n.Telegraph.一wokakeru. Denwa(電 話),n.Atele一

井上十吉編 大正3年(1914) gram.Woutsu(一 を 打 つ). Totelegraph;wire. phone;a`phone(俗 語);

Totelegraph;sendatele一 telephony(術).一wokakeru

■
gram;wire. (一 を 掛 け る).Toca11

anotherbytelephone;ring

up.

井上和英大辭典18版 Denp6(電 報 〔T%1¥rj〕),n.atele Denshin(電 信),n.①Telegraph;telegrapy. Denwa(電 話),n.atele一

井上十吉 大正11年(1922) gram;awire;acablegram; ②=denp�(電 報). phone;a`phone〔 俗 〕

telegrah(新 聞 紙 等 の名 稱 に用

ひて)
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表2明 治以後の日本語辞書

でんぽ う テ レガ ラ フ でん しん でんしんき でんわ でんわ き

言海

大槻文彦

明治24年

ボ

で ん一ぱ う
一

庵 報1電 信二同

ジ。

テ レガ ラ フ

膜 語Telegrah]
アンシンキ

電信機 二同 ジ

で ん 一志 ん
_デ ンシンキ

庵 倒 鮨 機ニテ
逋 ジタル音信。電報。

でん一志ん一き

1電信機 「電氣 ヲ用ヰテ千

万里 ノ地二、音信 ヲ瞬息ニ
シカケ

通 ズル機、銅線 ヲ兩地 二亙

シ置 キテ、機械ニテ電氣 ヲ

發 シテ相通 ズ。

(な し) でん・わ一き

1電話機1電 氣 ノ機械 ヲ用ヰ

テ、遠處 ノ人 ト話 ヲ相通ズル

モ ノ。

日本大辞書

山田美妙

明治26年

で ん ・ぱ う

{電 報}字 音 。 電

信 。

て れ が らふ

[英 語Tele-

graph]。 電 信 機 。

今 翫 二廢 語 トナ ル。

明 治以 後 、 暫 時 ノ

間 ノ語 。

でん ・しん

{電信}字 音。電 信

機 デ通ズル音信。=

電報。

でんしん ・き

{…機}字 音。電 氣二 由 ツ

テ、離 レタ土地ニー瞬間 二

音信 ヲ逋 ズル仕掛ケ。銅線

ヲ引ク。

でん ・わ

{(電 話)}字 音。電 氣

ヲ用ヰテ話 シヲ通ズル

コ ト。

でんわ ・き

{電話機}字 音。電話 ノ機。

漢英対照いろは

辞典

高橋五郎

明治21年

で ん ぱ う

電 報 、 で ん し ん じ

らせ

Atelegram

(な し) で ん し ん

電 信 、 は りが ね だ よ

り、 電 報 、 電 文A

telegram,tele-

graphicdispatch

ormessage.

(な し) (な し) で ん わ き

傳 話 機 、 はな しをお くる うつ

はAphonograph.

和漢雅俗いろは

辞典

高橋五郎

明治22年

でんぱ う

電報、でんしんじ

らせ

(な し) で ん しん

電信 、 は りが ね だ よ

り、 えれ きの た よ り、

電報 、電 文

(な し) (な し) で んわ き

傳 話 機 、 は な し を1ヒ くる うつ

は

増訂二版和漢雅

俗いろは辞典

高橋五郎

明治26年

でんむ う

電報、 でん しん じ

らせ

(な し) で ん しん

電信 、 は りが ね だ よ

り、 えれ きの た よ り、

電報 、 電 文

(な し) でん 逆

電話(電 氣 を使 ひて遠

處に在 て人 と談話す る

法)

でん尼き

電話機(電 話 を行 ふ機械)、

はなしを敢 くるうつは

日本大辞林

物集高見

明治27年

でんむ う

電報。でん しん。

でんしんきの志 ら

せ。

(な し) で ん しん

電信 。 で ん しん きa

て つaふ るお とつ れ 。

で ん し ん き

電信 機 。 えれ きて るの 毛 さ

らき を もち ひ て、 お とつ れ
アカぐネ イトスヂ

を か よ 毛 す も の。 銅 の 線
工レキテル

を ζ り 冠 き し て、 電 氣 を
オトヅレ

か よ 篭す もの3て 、音 信 を

か くれ バ ま さ 丶 くあ ひ ざa、
チザト
千 里 の 外aつa亀 りゆ く。

(な し) で ん 包 き

傳 話 機:で ん しん の た ぐひ な

り。 えれ きて るの 毛 さら き を

もち ひ て、 とほ く弋な れaる

ひ と と、 ℃な しの い で くるや

うaし さる もの。

H9



帝国大辞典

藤井乙男 ・草野

清民

明治29年

でんぱう

(電報)電 信 な り。

てれが らふ

英 語のTelegraph

な り、電信機 をい

ふ、今既 に廢語 と

なれ り、明治以後、

暫 時の間、行 はれ

し語 な り。

でん一しん

(電信)電 信 機 にて

逋ず る音信 をいふ。

即 ち電報な り。

でん しん一き

(電信機)電 氣 に 由 りて離

れた る土地 に一瞬間にして

音信 を通ず る機な り、電氣

の銅線を傳ふ に據れる器機

な り。

でん一わ

(電話)電 氣器機 に據

りて話 を逋ず るなり。

(な し)

ことばの泉

落合直文

明治32年

で ん・ぱ う一
電報。電信機 ユて

通ぜ しむ る音信。

(な し) で ん一志 ん一
電信。電信機 ユより

て通ず る音信。

でんしん一き

電信機。電氣 の作用aよ り

て、銅線 亀て、音信を逋ず

る機械。

で ん一わ一
電話。電話器械aよ り

て、遠方の人 と、互a

談話す ること。

でんわ一き

電話機。遠隔せる地へ、針金

をひ き熊き、電氣 の作用aよ

り、互a、 談話 を逋ず る器械。

大言海

大槻文彦

昭和9年

で ん一ぱ う
一

【電報i電 信機 ニ

ヨル報知。でん志

ん(電 信)二 同ジ。

テ レグ ラ フ

[英 語Tele-

graph]で ん 志 ん

き(電 信 機)二 同

ジ。

で ん 一志 ん
_デ ンシンキ

庵 信1彌 機ニテ・
逋 ジタル音信。電報。

でん志ん一き

1電信機1電 氣 ヲ用ヰテ、

遠 隔ノ地二、音信 ヲ瞬息ニ
シカケ

逋 ズル機、銅線 ヲ兩地二亙

シ置 キテ、機械ニテ電氣 ヲ

發シテ相通ズ。

でん一わ

1電 話1(一)[英 語

Telephoneノ 譯語]電

話機 ニヨリテ通 ズル談

話。「無 線 電話」電 話

交換」(二)電 話 機 ノ

略。

(な し)

新訂大言海

大槻文彦

昭和49年

で ん 一ぱ う一
1電報1電 信機ニ

ヨル報知。でん志

ん(電 信)二 同ジ。

テ レグ ラ フ

[英 語Tele-

graph]で ん 志 ん

き(電 信機)二 同

ジ。

で ん一志 ん
_デ ンシンキ

庵 信1薫 機ニテ・

逋ジタル音信。電報。

でん志 ん一き

1電信機1電 氣 ヲ用ヰテ、

遠隔ノ地二、音信 ヲ瞬息ニ
シカケ

通ズル機、銅線 ヲ兩地二亙

シ置キテ、機械 ニテ電氣 ヲ

發 シテ相逋ズ。

でん一わ

1電 話1(一)[英 語

Telephoneノ 譯語]電

話機ニ ヨリテ通ズル談

話。「無 線 電 話」電 話

交 換」(二)電 話 機 ノ

略。

でん一わき

1電話機1電 流 ヲリヨウシテ

遠所 ノ人 ト談話 ヲ通ズル機械。

邊話器 ト、受話器 ト、電池 ト、

及、 コレ等 ヲ連絡スル導線 ト

ヨリ成ル。略シテ、電話。

新編大言海

大槻文彦

昭和61年

で ん一ぽ う一
1電報[電 信機ニ

ヨル報知。 でんし

ん(電 信)二 同 ジ。

テ レ グ ラ フ

[英 語Tele-

graph]で ん志 ん

き ,(電 信 機)二 同

ジ。

で ん 一し ん
_デ ンシンキ

庵 信1薫 機ニテ・
通 ジタル音信。電報。

でん しん一き

1電信機1電 氣 ヲ用 ヰテ、

遠隔ノ地 二、音信 ヲ瞬息ニ
シカケ

逋ズル機、銅線 ヲ兩地二亙

シ置キテ、機械ニテ電氣 ヲ

發 シテ相逋ズ。

で ん一わ

庵 話1(一)[英 語

Telephoneノ 譯語]電

話機ニ ヨリテ通ズル談

話。「無線 電 話」電 話

交 換」(二)電 話機 ノ

略。

でん一わ き

1電話機1電 流 ヲ リヨウシテ

遠所 ノ人 ト談話 ヲ邊ズル機械。

迭話器 ト、受話器 ト、電池 ト、

及、コレ等 ヲ連絡 スル導線 ト

ヨリ成ル。略シテ、電話。
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近代黎明期の通信

(
二
)
新
聞
雑
誌

こ
と
ば
に
つ
い
て
の
説
明
が
辞
書

に
記
述
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
ば
が
市

民
権
を
得
た
後

の
こ
と
で
あ
る
。
辞
書
よ
り
も
も

っ
と

一
般
大
衆
向
け
の
記
録

の
方

に
新
し
い
こ
と
ば
が
早
く
現
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
時
代

の
生
き
た
こ
と

ば
を
映
し
出
し
て
い
る
新
聞
雑
誌
か
ら
用
例
を
拾

っ
て
み
た
。
用
例
収
集

に
は
、

(
8
)

主
に

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
を
用
い
た
。

大
別
し
て
以
下

の
と
お
り
、
「
テ
レ
グ

ラ
フ
」
「伝
信
」
「電
信
」
の
三
種
類

に
分
け
ら
れ
る
。

・
「
テ
レ
グ
ラ
フ
」

テ
レ
ガ
ラ
フ
…
…
明
治
2

天
理
可
楽
怖
、
明
治
2

中
外
新
聞
、
明
治

3

も
し
ほ
草

天
理
可
楽
怖
…
…
明
治
2

天
理
可
楽
怖

・
「伝
信
」

傳
信
機

文
久
2

バ
タ
ヒ
ヤ
新
聞
、
文
久
2

海
外
新
聞

一
、

明
治
2

中
外
新
聞
、
明
治
2

天
理
可
楽
怖
、
明
治

4

新
聞
雜
誌

一

傳
信
機
會
杜
…
…
文
久
2

海
外
新

聞

一

傳
信
會
肚
…
…
…
明
治
2

中
外
新

聞

傳
信
機
局
…
…
…
明
治
2

天
理
可
楽
怖

テ
レ
ガ

ラ

フ

伝
信
機

傳
信
線

傳
信
杭

明
治
3

も
し
ほ
草

明
治
4

新
聞
雜
誌

一

明
治
5

萬
國
新
聞
四

・
「電
信
」

電
信

明
治
4

新
聞
雜
誌

=

、
明
治
5

東
京
日
日
新
聞
、

明
治
9

郵
便
報
知
新
聞
、
明
治
13

朝
野
新
聞
、
明

治
19

東
京
日
日
新
聞
、
明
治
20

高
知
日
報
、
明
治

22

時
事
新
報
、
明
治
35

日
本

電
信
頭

明
治
4

新
聞
雜
誌

一
一

電
信
機

明
治

5

日
要
新
聞
三
、
明
治
5

京
都
新
報

投
書
、

明
治
5

東
京
日
日
新
聞
、
明
治
20

時
事
新
報
、
明

治

22

時
事
新
報
、
明
治

23

時
事
新

報
、
明
治

24

日
本

テ

レ

ガ

ラ

フ

電
機
報
信
…
…
…
明
治
5

新
聞
雜
誌
六

一

テ
レ
ガ
ラ

フ
ス
テ

ン
シ

ョ
ン

電
信
機
繼
立
所
…
明
治
5

日
要
新
聞
三

電
信
線

明
治
5

新
聞
雜
誌
四

一
、
明
治
5

新
聞
雜
誌
四
四

電
信
局

明
治
5

京
都
新
報

投
書
、
明
治

14

東
京
日
日
新

聞
、
明
治
21

朝
野
新
聞

電
機

明
治
8

朝
野
新
聞

電
信
機
械
…
…
…
明
治
10

東
京
曙
新
聞
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電
信
柱

明
治
14

東
京
日

日
新
聞

電
信
隊

明
治
18

東
京
横
濱
毎
日
新
聞

電
信
切
手
…
…
…
明
治
18

時
事
新
報

電
信
条
例
…
…
…
明
治
19

東
京
日
日
新
聞

電
信
暗
號
…
…
…
明
治
20

改
進
新
聞

電
信
符
號
…
…
…
明
治
20

改
進
新

聞

電
信
交
換
所
…
…
明
治
22

時
事
新

報

電
信
電
話
隊
…
…
明
治
39

東
朝

初
期
に
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の

「
テ
レ
グ
ラ
フ
」
や

「傳
信
機
」
が
用

い
ら

れ
、
続
い
て

「電
信
機
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
変
遷
を
辿

っ
て

来
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「傳
信
」
に
代
わ

っ
て
「電
信
」
が
用

い
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
五

年

に
傳
信
局
が
電
信
局
に
変
更
に
な

っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
説
明
す
る

『明

治
の
こ
と
ぼ
辞
典
』
の
説
に
反
し
て
、
「電

信
」
の
用
例
は
、
明
治
四
年
八
月

『新
聞
雜
誌

一
一
』

に
現
れ
て
い
る
。
明
治

四
年
八
月
十
四
日

に
、
工
部
省

に

電
信
寮
が
置
か
れ
た
こ
と
を
報
じ
る
記
事

で
あ
る
。

工
部
省
中
諸
寮
司
、
左
ノ
通
定
メ
ラ

レ
タ
リ
。

一
等
寮

工
學
、
勤
工
、
鑛
山
、
鐵
道
。

二
等
寮

土
木
、
燈
臺
、
造
船
、
電
信
、
製
鐵
、
製
作
。

(中
略
)

任
電
信
頭

石
丸
虎
五
郎

(『新
聞
雜
誌
』
第

一
一
號
、
明
治
四
年
八
月
)

(
三
)
公
文
書

で
は
、
公
文
書

に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
か
ら
明
治
十

四
年

(
一
八
八

一
)
ま
で
の
間

の

　　

　

い
わ
ゆ
る
太
政
官
時
代

の
公
文
書
類
を
編
集
し
た

「太
政
類
典
」
を
調

べ
て
み

る
と
予
想
に
反
し
て
、
「太
政
類
典
」
の

「運
漕

陸
運

鉄
道

電
信

郵

便
三
」
に
は
、
明
治
の
初
期
の
段
階
か
ら

「電
信
」
の
文
字
が
散
見
す
る
。
例

え
ば
、
明
治
三
年
六
月
十
日

「東
京

ヨ
リ
長
崎

マ
テ
電
信
架
建

二
付
建
造
方
調

査
セ
シ
ム
附
伝
信
線
路

井
傳
信
局
設
置
個
所
等
調
査
書
」
「民
部
省

へ
達
」
に
、

ヘ

ヘ

へ

「電
信
機
ノ
儀
追
テ

ハ
全
国
諸
道

へ
御
建
造
可
相
成
候
」、
ま
た
、
同
様

に
明
治

三
年
九
月
七
日

「民
部
省

大
蔵
省

へ
達
」

に
、
「
先
般
御
決
定

ノ
通
横
濱
長

崎
ノ
間
陸
路
電
信
機
速

二
可
取
建
事
」
と
あ
る
。
(傍
点

著
者
)

ま
た
、
明
治
四
年
五
月
廿
二
日

「東
京
横
濱
及
大
阪
神
戸
間
ノ
電
信
自
今
公

私
ノ
別
ナ
ク
手
数
料
受
領
」
「工
部
省
伺
弁
官
宛
」
に

「電
信
機

ヲ
以
テ
通
信

ノ
節
諸
官
省
并
地
方
官

二
於
テ

ハ
」
と
あ
る
。
明
治
三
年
六
月
廿
三
日

「丁
抹

國
公
使
海
底
電
線
ヲ
内
國

へ
陸
揚
セ
ン
コ
ヲ
乞
フ
」
の
中
に
も

「傳
信
」
の
文

字
も
多
く
混
在
す
る
も
の
の
、
「電
信
機
ノ
儀
」
「電
信
継
立
ノ
儀
」
な
ど
の
表

記
が
条
項
の
中

に
散
見
す
る
。
(傍
点

著
者
)
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更
に
、
外
務
省
関
連

の
公
文
書
で
あ
る

「外
務
類
纂
」
に
も
早

い
時
期
か
ら

「電
信
」
の
例
が
見
受

け
ら
れ
る
。
例
え
ば

、
明
治
元
年

(
一
八
六
八
)
「外
務

類
纂

内
地
電
信
機
関
係
書
類
」
「第
弐

号

東
京
府
判
事

ヨ
リ
向
山
隼
人
瑞

西
国

へ
伝
信
機
注
文

ノ
顛
末
静

岡
藩
取
糺
別
紙
回
送

ノ
来
翰
」
「
(附
属
)

静

岡
藩

へ
の
達
書
」、
「
(附
属
)

静
岡
藩
よ
り

の
回
答
書
」、
「
(附
属
)

静
岡
藩

開
成
所
奉
行
答
書
」
及
び

「
(附
属
)

契

約
書
」
に

「電
信
機
」
の
文
字
が
見

え
る
。
ま
た
、
明
治
三
年

(
一
八
七
〇
)

「第
三
号

瑞
西
代
弁
総
領
事

へ
旧

藩
ノ
際
注
文
ノ
電
信
機
械
成
功
次
第
回
送

方
依
頼

ノ
回
答
往
翰
」
「東
京
横
浜

間
電
信
建
設

二
関

シ
米
公
使
ト
ノ
往
来
翰
」
に
も

「電
信
…機
」

の
文
字
が
見
え

る
。
以
上
の
記
録
よ
り
、
実
際
に
は
、
明
治
四
年
八
月
十
四
日
の
電
信
寮
設
置

以
前
か
ら
、
「電
信
」
と
い
う

こ
と
ば
が
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な

っ
た
。

(
四
)
文
学
作
品

明
治

の
文
学
作
品
中

に
現
れ
る

「電
信
」
「電
信
機
」
に

つ
い
て
も
調
査
し

て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
受
け
ら

れ
た
。
用
例
収
集

に
は

『明
治
文
学

　
　
　

全
集
』
を
用
い
た
。

テ

レ
ガ

ラ

フ

…

テ

レ
グ

ラ

フ

…

傳
信
器

:
:
明
治
元

「匏
菴
十
種

鉛
筆
紀
聞
」
栗
本
鋤
雲

…
明
治
19

「日
本
文
章
論
」
末
松
謙
澄

慶
応
2
年
以
降

「航
魯
紀
行
」
森
有
禮

傳
信
機

て
れ
が
ら
ふ

傳
信
機

で
ん
し
ん

傳
信

て

れ

が

ら

ふ

音
信
贈
莟

つ
な

て
れ
が
ら
ふ
網
:

電蓋
信蒼

 

電
信

電£
機き

ふ

明
治
2

「世
界
国
盡
」
幅
澤
諭
吉

明
治
3
～
8

「西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
仮
名
垣
魯
文

た
か
は
し
お
で
ん
や
し
や
も
の
が
た
り

明
治
12

「高
橋
阿
傳
夜

刄
譚
」
仮
名
垣
魯
文
戯
誌

明
治
3
～
8

「西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
仮
名
垣
魯
文

-
明
治
3
～
8

「西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
仮
名
垣
魯
文

明
治
3
～
8

「西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
仮
名
垣
魯
文

明
治
8

「寄
笑
新
聞
」
梅
亭
金
鵞

明
治
11

「逋
俗
国
權
論
」
福
澤
諭
吉

明
治
12

「民
情

一
新
」
福
澤
諭
吉

明
治
15

「人
權
新
詭
」
加
藤
弘
之

明
治
19

「日
本
道
徳
論
」
西
村
茂
樹

明
治
29

コ
碣
翁
百
話
」
福
澤
諭
吉

た
か
は
し
お
で
ん
や
し
や
も
の
が
た
り

明
治
12

「高
橋
阿
傳
夜
刄
譚
」
仮
名
垣
魯
文
戯
誌

文
学
作
品
で
は
、
必
ず
し
も
新
し
い
流
行
語
ば
か
り
が
使
わ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、

ル
ビ
付
き
漢
字
表
記
が
多
く
見
ら
れ
、
こ
こ
で
は
ル
ビ
は
カ
タ
カ
ナ
で

は
な
く
ひ
ら
が
な
に
な

っ
て
い
る
。

二

電
話

「電
話
」
が
日
本

に
輸
入
さ
れ
た
の
は
、
明
治
十
年
で
あ
る
が
、
そ
の
時
点
で

「電
信
」
は
既

に

「電
」
の
文
字
が
使

わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「電
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信
」

の
場
合
と
同
様
に

「電
話
」
も
や
は
り
初
め
は

「伝
話
」
が
用
い
ら
れ
た
。

な
ぜ
初
め
か
ら

「
電
話
」
が
用
い
ら
れ
ず

に

「伝
話
」
が
用
い
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯

で

「伝
話
」
は

「電
話
」
に
置
き
換

え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
で
ん
わ
」
に
つ
い
て
の
既
存
研
究
は
、

『明
治

の
こ
と
ば
辞
典
』
に
は
、
「
で

ん
わ
」

の
項
目
は
あ
る
も
の
の
、
「伝
話
」

の
記
述
は
な
く
、
「電
話
」
の
み
、

簡
単
な
説
明
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
「電
話
」
と
い
う
用
語
は
日
本

で
作
ら
れ

　
ね
　

た
こ
と
ば

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に

『漢
悟
外
来
洞
祠
典
』
に
記
述
が
あ

り
、
「電
話
」
に

つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と

し
て
、
日
本
語

「電
話
」
が
中
国

(
13
)

語
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
く
経
緯

に
つ
い
て
の
論
考
は
荒
川
清
秀
氏
の
論
文
が

詳
し
い
。

(
一
)
辞
書

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
で
ん
わ
」
の
説
明
は
、
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。で

ん

ー

わ

【
電

話

】

〔
名

〕

(英

邑

8

ゴ
o
器

の
訳

語
)
θ

(1

す

る
)
電

話

機

で

通

話

す

る

こ

と

。

ま

た

、

そ

の

通

話

。

㊤

「
で

ん

わ

き

(電

話
…機
)
」

の
略

。

で

ん

ー

わ

【
伝

話

】

〔
名

〕

い

い
伝

え

る

こ

と

。

話

を

伝

え

る

こ

と

。

『大
漢
和
辞
典
』

で
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

【電
話
】
電
氣
の
作
用
に
よ
つ
て
互
い
に
談
話
す
る
こ
と
。
又
、
其

の
装

置
」
。
電
話
機
。

【傳
話
】
い
ひ
付
け
る
。

い
ひ
傳

へ
る
。
上
か
ら
の
命
令
を
傳

へ
る
。

辞
書
に
は
じ
め
て

「電
話
」
が
現
れ
る
の
は
、
表
1
に
示
す
と
お
り
、
明
治

十
九
年

『和
英
語
林
集
成
』
(第
三
版
)
の

「
電
話
機
」
で
あ
る
。
「電
信
」
と

同
様
に
、
当
時
の
新
聞
雑
誌
等
資
料
に
あ
た

っ
て
調

べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

(
二
)
新
聞
雑
誌

電
話

に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
最
も
早

い
時
期
に
見
ら
れ
る
も
の
に
は
次
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
「傳
話
」
「電
話
」
と

い
う
表
現
は
ま
だ
な
く
、
「話
を

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
機
械
」
で
あ
る
と
い
う
内
容
の
記
述

に
留
ま

っ
て
い
る
。

せ
ん
じ

つ
ち
よ
ツ
と
だ
し

お
い

し
ん
は

つ
め
い

で
ん
せ
ん

お

と

へ

ひ

た
め

こ
の

き
か

い

先
日

一
寸
出
て
置
さ
新
發
明
の
電
線

ハ
一
昨
日
お
試
し
グ
あ
り
此
器
械

き
よ
ね
ん

べ
い
こ
く

ふ

が

く

し

し

は
つ
め
い

こ
の
ほ
ど

ハ
去
年
ぢ
う
米
國
ボ
ス
ト
ン
府

の
學
士

ヘ
ル
氏
の
發
明

に
て
此
程
は
じ
め

に
ツ
ぽ
ん

は
く
ら
い

き

か

い

く
ち

せ
ん
ぱ
う

は
な

さ
き

み
へ

て
日
本

へ
舶
來
し
さ
器
械
に
て
口
で
先
方

へ
咄
し
か
け
る
と
先
で

ハ
耳
を

は
な

き

な
ん

と
ぐ
こ

よ
う

べ
ん

し
ご

く
ち
よ
う
は
う

あ

て
〉
話
し
を
聞

き
何

で
も
滯
ほ
り
奇
く
用

グ
辨
じ

て
至
極
重

寶

浄

き
か
い

こ
れ

か
ひ
あ
げ

き
ま

な

器
械
を
れ
ど
是

ハ
ま
ぎ
お
買
上
に
極
ッ
さ
わ
け
で
ハ
無

い
と
い
ふ
。

(『讀
賣
新
聞
』、
明
治
十
年
十
二
月
二
十
三
日
)
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ま
た
、
「傳
話
」
と
い
う
表
現
を
使

い
な
が
ら
も
、
「話
し
の
通
ず
る
電

信
機
」
と
い
う
説
明
を
併
記
す
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

近
ご

ろ
米
國

に
於

て
發
明
し
た
る
傳
話
線

(話
し
の
通
ず
る
電
信
機
)

を
、
近
々
の
内
に
内
務
省
と
警
視
局

と
の
間

へ
架
設
せ
ら
る
〉
由
、
此
の

一
線
架
渡
し
費
は
凡
三
百
廿
五
圓
ほ

ど
な
り
と
聞
け
り
。

(『朝
野
新
聞
』
、
明
治
十

一
年
二
月
九
日
)

「電
信
」
と
同
様

に
、
新
聞
記
事
中

の
用
例
を
拾

っ
て
み
る
と
以
下

の
と
お
り

で
あ
る
。
大
別
し
て
、
「
テ
レ
ホ
ン
」
「伝

話
」
「電
話
」
の
三

つ
の
グ

ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
る
。
用
例
収
集
に
は
、
主
に

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
及
び

　ぬ
　

『
讀

賣

新

聞

』

0
∪
-
菊
○
窓

版

を

用

い

た
。

・
「
テ

レ

ホ

ン

」し
つ

テ
レ
ホ
ン
室
…
…
明
治
11

讀
賣
新
聞

テ
レ
ホ
ン
…
…
…
明
治
11

讀
賣
新
聞
、
明
治
19

讀
賣
新
聞

・
「
伝
話
」

傳
話
線

(話
し
の
通
ず
る
電
信
機
)
…
…
…
明
治
11

朝
野
新
聞

傳
話
機

明
治
11

朝
野
新
聞
、
明
治
12

朝
日
新
聞
、
明
治
13

で

ん

わ

き

傳
話
機

朝
野
新
聞
、
明
治
13

朝
日
新
聞
、
明
治
14

東
京
日

日
新
聞
、
明
治
14

朝
野
新
聞
、
明
治
14

東
京
日
日

新
聞
、
明
治
15

東
京
日
日
新
聞
、
明
治
16

繪
入
朝

野
新
聞
、
明
治
19

東
京
日
日
新
聞

明
治
11

讀
賣
新
聞
、
明
治
13

讀
賣
新
聞
、
明
治
13

朝
日
新
聞
、
明
治
14

讀
賣
新
聞
、
明
治
15

讀
賣
新

聞
、
明
治
17

讀
賣
新
聞
、
明
治
18

讀
賣
新
聞
、
明

治

19

讀
賣
新
聞
、
明
治

20

讀
賣
新

聞
、
明
治

21

讀
賣
新
聞
、
明
治
29

讀
賣
新
聞

テ

ン

ホ

ン

傳
話
機

明
治
11

東
京
日
日
新
聞

て

れ

ほ

ん

傳
話
電
信
…
…
…
明
治
11

讀
賣
新
聞

で
ん
わ
で
ん
し
ん

傳
話
電
信
…
…
…
明
治
11

讀
賣
新
聞

で
ん
わ
で
ん
し
ん
き

傳
話
電
信
機
.…
-
明
治
11

讀
賣
新
聞

で
ん
わ
で
ん
し
ん
き

傳
話
電
信
器
…
…
明
治
11

讀
賣
新
聞

じ
し

ゃ
く
で

ん
き
で

ん
し
ん

き

で

ん

わ

き

磁
石
電
氣
電
信
機
テ
レ
ホ
ー
ン

(傳
話
機
)
…
…
明
治
11

讀
賣
新
聞

て
れ

ほ

ん

傳
話
器

明
治
12

讀
賣
新
聞

傳
話
器

明
治
14

東
京
日
日
新
聞
、
明
治
21

朝
野
新
聞

で

ん
わ

傳
話

明
治
17

讀
賣
新
聞
、
明
治
21

讀
賣
新
聞
、
明
治
29

讀
賣
新
聞

高
聲
傳
話
機
…
…
明
治
18

朝
野
新
聞

か
う
せ
い
で
ん
わ
き

高
聲
傳
話
機
…
…
明
治
18

讀
賣
新
聞
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マ
マ

マ
マ

電

磁

傳

話

機

(
エ
レ
ク

ト

ロ
、

ア

ク
ネ

チ

フ

ク
、

テ

レ
ホ

ウ

ン
)

…

明

治

18

朝

野

新

聞

で
ん
わ
れ
う

傳
話
料

明
治
18

讀
賣
新
聞

で

ん

わ

き

傳
話
器

明
治
20

讀
賣
新
聞
、
明
治
23

讀
賣
新
聞

傳
話
線

明
治
21

朝
野
新
聞

で
ん
わ
く
わ
い
し
ゃ

傳
話
會
杜
…
…
…
明
治
21

讀
賣
新
聞

か

い

て

い
で

ん

わ

き

海
底
傳
話
機
…
…
明
治
21

讀
賣
新
聞

で
ん
わ
か
う
く
わ
ん

傳
話
交
換
…
…
…
明
治
23

讀
賣
新
聞

け
い
ひ
ん
で
ん
わ
よ
う
た

つ
く
わ
い
し
ゃ

京
濱
傳
話
用
達
會
杜
…
…
明
治
29

讀
賣
新
聞

・
「電
話
」

電
話
機

明
治
15

朝
野
新
聞
、
明
治
16

東
京
日
日
新
聞
、
明

治
16

郵
便
報
知
新
聞
、
明
治
16

東
京
日
日
新
聞
、

明
治
18

朝
野
新
周
、
明
治
18

東
京
日
日
新
聞
、
明

治
20

時
事
新
報
、
明
治
21

東
京
日
日
新
聞
、
明
治

22

時
事
新
報
、
明
治
23

時
事
新
報
、
明
治
24

日

本

で
ん
わ
せ
ん

電
話
線

明
治
16

讀
賣
新
聞
、
明
治
18

讀
賣
新
聞
、
明
治
20

讀
賣
新
聞
、
明
治

21

讀
賣
新
聞
、
明
治
21

讀
賣
新

聞

で

ん

わ

き

電
話
機

明
治
17

讀
賣
新
聞
、
明
治
18

讀
賣
新
聞
、
明
治
19

讀
賣
新
聞
、
明
治
20

讀
賣
新
聞
、
明
治
21

讀
賣
新

聞

で
ん
わ

電
話

明
治
17

讀
賣
新
聞
、
明
治
18

讀
賣
新
聞
、
明
治
20

讀
賣
新
聞
、
明
治
21

讀
賣
新
聞
、
明
治
23

讀
賣
新

聞
、
明
治
29

讀
賣
新
聞

か
う
せ
い
で
ん
わ
き

高
聲
電
話
機
…
…
明
治
18

讀
賣
新
聞

で

ん
じ
で

ん

わ

き

電

磁

電

話

機

(
エ
レ
ク

ト

ロ
、

マ
グ

子

チ

ツ

ク
、

テ

レ
ホ
ウ

ン
)

…

…

明

治

18

讀

賣

新

聞

で
ん
わ
く
わ
い
し
ゃ

電
話
會
瓧
…
…
…
明
治
18

讀
賣
新
聞

軍
用
電
話
機
…
…
明
治
18

東
京
日
日
新
聞

自
動
電
話
機
…
…
明
治
18

東
京
日
日
新
聞

マ
グ

ニ
ト
ウ

テ
レ
ホ

ン

磁
鐵
電
話
機
…
…
明
治
19

讀
賣
新
聞

カ

　
ボ

ン

テ
レ

ホ

ン

炭
素
電
話
機
…
…
明
治
19

讀
賣
新
聞

で

ん

わ

き

電
話
器

明
治
20

讀
賣
新
聞
、
明
治
21

讀
賣
新
聞

で
ん
し
ん
で
ん
わ

電
信
電
話
…
…
…
明
治
20

讀
賣
新
聞

か

い
て

い
で

ん

わ

き

海
底
電
話
機
…
…
明
治
20

讀
賣
新
聞

す
い
て
い
で
ん
わ
せ
ん

水
底
電
話
線
…
…
明
治
20

讀
賣
新
聞

で

ん
わ
き
く

わ
い
し
ゃ

電
話
…機
會
杜
…
…
明
治
20

讀
賣
新
聞

で

ん
わ
き

ょ
く

電
話
局

明
治
21

讀
賣
新
聞

で
ん
わ
か
う
く
わ
ん
き
ょ
く

電
話
交
換
局
…
…
明
治
21

讀
賣
新
聞

い
ん

こ
う

で

ん

わ

き

咽
喉
電
話
機
…
…
明
治
22

讀
賣
新
聞
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す

い
ち
う

で
ん

わ

き

水
中
電
話
機
…
…
明
治
22

讀
賣
新
聞

電
話

明
治
22

時
事
新
報
、
明
治
24

國
民
新
聞
、
明
治
33

國
民
新
聞
、
明
治

34

讀
賣
新
聞
、
明
治
41

國
民
新

聞

電
話
線

明
治
22

時
事
新
報
、
明
治
28

東
京
日
日
新
聞
、
明

治
30

時
事
新
報

電
話
會
杜
…
…
…
明
治
22

時
事
新
報

顕
微
電
話
機
…
…
明
治
23

時
事
新
報

巾
着
形
電
話
機
…
明
治
23

時
事
新
報

水
中
無
線
電
話
…
明
治
23

時
事
新
報

電
話
公
信
…
…
…
明
治
23

時
事
新

報

劇
場
電
話
會
肚
…
明
治
24

官
報

電
話
器

明
治
28

東
京
日
日
新
聞

電
話
新
聞
…
…
…
明
治
26

朝
野
新

聞

電
話
柱

明
治
30

時
事
新

報

電
話
中
繼
業
…
…
明
治
31

東
京
日
日
新
聞

電
話
所

明
治
33

國
民
新
聞

電
話
料

明
治
33

國
民
新
聞

自
働
電
話
…
…
…
明
治
33

日
本
、

明
治
34

時
事
新
報

自
動
電
話
器
…
…
明
治
33

時
事
新
報

電
信
電
話
隊
…
…
明
治
39

東
朝

電
話
高
利
貸
…
…
明
治
39

報
知
新
聞

自
働
電
話
機
…
…
明
治
39

東
朝

遠
距
離
電
話
料
…
明
治
43

報
知
新
聞

夜
間
電
話
…
…
…
明
治
43

報
知
新
聞

・
そ
の
他

は
な

き

か

い

話
し
機
械
…
…
…
明
治
11

『讀
賣
新
聞
』

新
聞
雑
誌
に
見
ら
れ
る

「電
話
」
の
初
出
は
、
「電
話
機
」
(明
治
十
五
年
十

で

ん

わ

き

月
七
日

『朝
野
新
聞
』)
で
あ
る
が
、
明
治

二
十
九
年
に
も

「傳
話
機
」
の
用
例

で
ん
わ

で

ん

わ

き

で

ん

わ

き

が
あ
る
ほ
か
、
「電
話
」
の
出
現
以
後
も

「傳
話
」、
「傳
話
機
」、
「傳
話
器
」

な
ど
が
度

々
出
現
し
、
し
ぼ
ら
く
の
間
、
「電
話
」
と

「傳
話
」
の
両
方
が
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
十
八
年
三
月
十
三
日
の
記
事
で
は
、

か

う

せ

い
で

ん

わ

き

で

ん

じ

で

ん

わ

き

「高
聲
傳
話
機
」
と

「
電
磁
電
話
機

(
エ
レ
ク
ト
ロ
、
マ
グ
子
チ
ツ
ク
、
テ
レ
ホ

ウ
ン
)」
で

「傳
話
」
と

「電
話
」
を
区
別
し
て
用

い
て
い
る
か
と
思
え
ば
、

か
う
せ
い
で
ん
わ
き

か
う
せ
い
で
ん
わ
き

そ
う
で
も
な
く
、
同
じ
記
事
中

に

コ
咼
聲
傳
話
機
」
と

「高
聲
電
話
機
」
が
混

在
し
て
い
る
。

で
ん
わ

ま
た
、
『讀
賣
新
聞
』
明
治
二
十
九
年
十

一
月
二
十
六
日
に
は
、
電
話

の
不

け
い
ひ
ん
で
ん
わ
よ
う
た
つ
く
わ
い
し
や

足
を
補
う
主
旨
で

「京
濱
傳
話
用
達
會
肚
」
を
設
立
と
の
記
事
が
あ
る
。
「電

話
」
と
い
う
用
語
が
定
着
し
た
後
も
固
有
名
詞
と
し
て

「傳
話
」
が
残

っ
て
い

た
例
で
あ
る
。
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新
聞
雑
誌

の
用
例
中
、
「
で
ん
し
ん
」

の
場
合
は
、
「電
信
」
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
以
後
は
、
「傳
信
」
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な

っ
た
の
に
対
し

て
、
「
で
ん
わ
」
は

「電
話
」
が
登
場
し
た

以
後
も
し
ぼ
ら
く

「電
話
」
と
並

行
し
て

「傳
話
」
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(三
)
公
文
書

(
15
)

太
政
官
時
代
の
公
文
書
類
の
原
義
を
ま
と
め
た

「公
文
録
」
に
よ
れ
ば
、
明

治
十
七
年

「
伝
話
機
架
設
遅
刻
照
会

の
件

」
に
は

「電
話
線
」
、
明
治
十
七
年

「電
話
線
新
設
の
件
」
に
は
、
「電
話
線
」

「電
話
」
「電
話
器
」
と
あ
り
、
明
治

十
八
年

「伝
話
機
設
置
の
件
」
に
は

「伝
話
機
」
、
明
治
十
八
年

「
伝
話
線
官

設
の
請
を
許
さ
ざ
る
の
件
」
に
は

「伝
話
線
」
「
伝
話
器
」
「伝
話
」
と
あ
り
、

用
語
が
定
着
す
る
以
前
の
混
在

の
状
況
が
窺
え
る
。

電
話

明
治
29

コ
碣
翁
百
話
」
幅
澤
諭
吉

文
学
作
品
に
お
い
て
は
、
比
較
的
後
の
時
期
ま
で

「傳
」
の
字
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
は

「
で
ん
し
ん
」
の
場
合
と
同
様

で
あ
る
。

三

「
伝
信
」

か
ら

「電
信
」

へ
、
「
伝
話
」
か
ら

「電
話
」

へ

「傳
信

・
電
信
」
「傳
話

・
電
話
」
の
用
例
を
調
査
し
て
見
て
来
た
。

　
め
　

明
治
の
漢
語
辞
書

『新
編
漢
語
辞
林
』
に
は
、
「傳
信
」
は

「タ

ヨ
リ
ヲ
ツ

タ

ヘ
ル
」
、
「
電
信
」
は

「デ

ン
キ
デ
ス
ル
タ
ヨ
リ
」、
「電
話
」
は
、
「デ

ン
キ

デ
ツ
タ

ヘ
ル
ハ
ナ
シ
」
と
あ
る
。
読
ん
で
字

の
如
し
で
あ
る
が
、
で
は
、

一
体

な
ぜ
、
ど
う

い

っ
た
経

緯

で

「傳

信
」
か
ら

「電
信
」

へ
、
「傳

話
」
か
ら

「電
話
」

へ
と
変
化
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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(
四
)
文
学
作
品

そ
の
他
、
明
治

の
文
学
作
品
中

に
現
れ

た

「
電
話
」
「電
話
機
」
に
つ
い
て

は
、
以
下
の
例
が
見
受
け
ら
れ
た
。
(『明
治
文
学
全
集
』
筑
摩
書
房
)

テ
レ
フ
ォ
ン

(傳
話
機
)
…

明
治
19

「日
本
文
章
論
」
末
松
謙
澄

テ

ン

ホ

ン

傳
語
機

明
治
21

「緑
蓑
談
」
須
藤
南
翠

で

ん

わ

き

傳
話
機

明
治
22

「女
子
參
政
蜃
中
樓
」
廣
津
柳
浪

で
ん
お
ん

 電
音

明
治
18

「佳
人
の
奇
遇
」
東
海
散
士

(
一
)
幕
末
期

日
本
に
電
信
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
幕
末

の
記
録
を
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。

(17
)

石
野
瑛

『亞
墨
理
駕
船
渡
來
日
記
』
石
川
和
輔

(石
川
本
)
に
よ
れ
ば
、
嘉

テ

レ

カ

ラ

フ

永
七
年
二
月
廿
四
日
の
条
に
、
「天
連
關
理
符
千
里
眼

(雷
電
傳
信
機
ト
モ
書
)

試
ミ

ニ
興
行
仕
候

ハ
」
と
あ
り
、
獻
貢
品
目
録
姫
韆
鬮
縲
鰍
鞭
撚
鑷
目
全

に
は
、
「雷

テ

レ
カ

ラ

フ

電
傳
信
…機

一
副
連
銅
線

齲
稲
亙
働
儲
窮

矧
囀
燵
聞
飜
炉
散
野

叺
好
髭

彰
絵
以
外
鎚
々
」
と
あ
る
。

テ

レ

カ

ラ

フ

テ

レ

カ

ラ

フ

ま
た
、
こ
の
資
料

に
は

「雷
電
傳
信
機
連
銅
線

の
圖
」
及
び

「天
連
関
理
符
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テ レ カ ラ フ テ レ カ ラ フ レ ン カ

図1「 雷電傳信機連銅線の圖」及び 「天連關理符連架ノ圖」(石野瑛 『亞墨理駕船渡來日記』所載)

レ

ン

カ

連
架
ノ
圖
」

(図
1
)
と

い
う
図
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
図
中
右
下

に
は

「
テ

レ
カ
ラ
フ

漢
名
傳
信
機
ト
云
」
と
の
説
明
が
あ
る
。

ま
た
、

二
月
十
五
日
米
國
使
節
獻
上
品
及
贈
品
目
録
と
し
て
、
「墨
夷
應
接

録
通
航

一
覽
續
輯
」
に
は

「雷
電
傳
信
機

一
副
、
連
銅
線
」
、
「高
麗
環
雜
記
嘉

(
18
)

永

隨

筆

」

に

は

、

以

下

の

よ

う

に
あ

る

。

エ
レ

ク

ト

ル
、

テ

レ
ガ

ラ

ー

フ

一

但

、

雷

電

氣

・
φ

事

を

告

ル
器

械

　む
　

「神
奈
川
日
記
」
(『松
栞
樓
叢
書
』
)
に
は
、
嘉
永
七
年

二
月
廿
三
日
、
亞
墨

理
駕
よ
り
献
上
品
と
し
て
、
以
下
の
よ
う

に
あ
る

(図
2
)。

一

蒸
氣
車

一
ツ

メ
リ
ケ
ン
名

ス
ト
ン
ム
ワ
ー
ゲ
ン

一

雷
電
信
機

一
ツ

全

テ
レ
ガ
ラ
ー
フ

(以
下
略
)

更
に
、
こ
の

「神
奈
川
日
記
」
に
は
、
ペ
ル
リ
献
上
電
信
機

の
装
置
図
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
図
中
上
部

の
説
明
文

に
は

「漢
名

雷
電
信
機

仕
掛
之
圖

メ
リ
ケ
ン
名

テ
レ
カ
ラ
ー
フ
」
と
あ
る

(図
3
)。
こ
れ
ら

の
例

か
ら
、
日

本
に
電
信
機
が
入

っ
て
来
た
当
初

「
テ
レ
グ
ラ
フ
」
を
意
味
す
る
こ
と
ば
と
し

て

「雷
電
傳
信
機
」
「雷
電
信
機
」
「傳
信
機
」
と
い
う
用
語
が
用

い
ら
れ
、
同
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図2「 神奈川日記」『松栞楼叢書』(逓信総合博物館所蔵)

 

時

に
こ
の
こ
と
ば

は
中
国
語
か
ら
の
借
用

に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。

(
二
)
江
戸
時
代

八
耳
俊
文
氏
は
、
か

つ
て
術
語

「
電
気

」
の
初
出
文
献
と
し
て

『博
物
通

図3「 神奈川日記」『松栞樓叢書』(逓信総合博物館所蔵)

(20
)

(21

)

 書
』
を
紹
介
し
た
。
氏
は
論
文

の
中
で
、
『博
物
通
書
』

の
第
六
章

「
電
気
通

標
」
で
は
、
北
京
と
広
東
間
を
伝
信
で
結
ぶ
案
や
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は
な

く
漢
字

で
伝
え
る
独
特
の
試
案

に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
「電

気
通
標
」
は
、
「電
気
を
利
用
し
て
標

(記
号
)
を
通
じ
る
」、

つ
ま
り

「電
気

通
信
」

の
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
言

っ
て
い
る
。
「
傳
信
機
」
「電
信
…機
」
と

い
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う
表
記
こ
そ
な

い
も
の
の
、
電
信
機
に
つ
い
て
の
記
録
と
し
て
現
在
わ
か
っ
て

い
る
中

で
最
も
古

い
資
料
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

明
治
期
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
遡

っ
て
、
現
存
す
る
資
料
を
元
に

「電
信
機
」

に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

幕
末
か
ら
明
治
初
期

の
日
本
に
お
け
る
自
然
科
学
入
門
書
と
し
て
知
ら
れ
て

(22
)

い
る

『博
物
新
編
』
(合
信
著
、
威
豐
五
年
)
に
は
、
電
信
局
を
設
置
し
て
イ
ギ

タ
ヨ
リ

リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
を
電
信
で
結
ぶ
こ
と
に

つ
い
て
記
述
し
て
電
気
が
信
を
伝
え

シ
カ
ケ

る
計
を
説
明
し
、
ま
た
、
電
気
は
天
空

の
雷
電
と
同
じ
性
質
で
あ
る
と
言
う
の

で
あ
る
。

此
皆
電
氣
傳
信
之
計
也

(中
略
)

西
人
製
電
氣
之
初
街
未
知
與
天
室
雷
電
同
性

(『博
物
新
編
』、
合
信
著
、
咸
豐
五
年

(
一
八
五
五
)
)

(23
)

『博
物
新
編
』
の
和
訳
本

『博
物
新
編
譯
解
』
(大
森
惟
中
譯
、
明
治
七
年
)

で
は
、
該
当
箇
所
を
以
下
の
よ
う
に
解
説

し
て
い
る
。

フ
シ
ギ

ハ
タ
ラ
キ

ヨ
ツ

西
人
電
氣
ヲ
作
ル
ノ
法
ア
リ
、
ソ
ノ
理
竒

ニ
シ
テ
用

大
イ
ナ
リ
、
藉

カ
ヨ
ハ

チ

ウ

ブ

レ

ウ
ヂ

テ
以
テ
音
信
ヲ
傳
逋
ス
モ
ノ
ア
リ
藉

テ
以
テ
瘋
癬
ヲ
醫
治
ス
ル
モ
ノ
ア
リ

(中
略
)

モ
テ
ア
ソ
ビ

タ
ゥ
ク

オ
ト
ツ
レ

カ
ヨ
ハ

エ
ウ
ヨ
ウ

然
レ
ド
モ
此
レ
皆
玩

更
ノ
旦
ハタ
リ
、
未
ダ
信
息
ヲ
逋
傳
ス
ノ
要

ニ
シ

フ
シ
ギ

シ
カ

エ
ン
ゲ

レ
ス

ミ
ヤ
コ

フ

ラ

ン

ス

ト
ホ

テ
且
ツ
竒
ト
ス
ル
ニ
若
ザ

ル
ナ
リ
、
英
吉
利
ノ
京

ハ
佛
蘭
西
ノ
京
ト
遠
サ

ヘ
ダ

オ

千
餘
里
ヲ
隔
テ
タ
リ
、
自

ラ
電
氣

ヲ
製
造

ス
ル
ノ
法
ア
リ
テ
、
両
國

ノ

ト
ビ
ァ
ハ
セ

メ
ン
ク

ハ
イ

シ
カ
ケ

聞

問
數
刻

ニ
シ
テ
即
チ
通
シ
、
.談
ス
ル
コ

覿

面
ノ
如

シ
、
ソ
ノ
計

亦

エ
ン
ゲ
レ
ス
ノ

ミ
ヤ
コ

デ
ン
キ
ヤ
ク
シ
ヨ

フ
ラ
ン
ス
ノ

妙
ナ
リ
其
法

英

京

ニ
テ

一
ノ
電
氣

局
ヲ
建
テ
佛

京

モ
亦

一
ノ
電

エ
レ
キ
ジ
カ
ケ

氣
局
ヲ
建
ツ
、
局
中
各

一
ノ
電

機

器
ヲ
設
ケ
、
彼
此
銕
線
ヲ
以
テ
相
傳

ツ
ヘ
ケ

へ
、
英
國
ヨ
リ
連
テ
佛
國

二
至
ル
、
ソ
ノ
線
陸

二
在

ル
ト
キ

ハ
火
輪
車

ノ

イ
ト
モ
メ
ン

マ
キ

ツ

ク
ヒ

道

二
附
ケ
絲
棉

等
ノ
物
ヲ
以
テ
之
ヲ
纏
紮
ケ
百
歩
ゴ
ト

ニ
杆
ヲ
立
テ
、

タ
テ
ハ

モ
ノ
ミ

カ
ケ
ヒ
キ

ツ

站
ゴ
ト
ニ
喉
ヲ
設
ケ
以
テ
綜
引
ヲ
セ
接
グ
、
海

二
在

ル
ト
キ

ハ
翫
嫡
動

海

ツ
リ
シ
ヅ

キ
ノ
ヤ
ニ

ツ

　

マ
モ

サ
ヒ

底

二
縋
沈
メ
、
樹
津
ノ
筒
套
ヲ
製
シ
テ
之
ヲ
護
ル
、
久

シ
キ
ヲ
歴
テ
銹

ス

ヤ
グ

カ
ネ
ス
ぐ

シ
ラ

壊

レ
ズ
、
其
機
器
ノ
側
ラ
ニ
鐘
鈴
ヲ
設
ケ
以
テ
聲
ヲ
報
セ
、
機
器
ノ
上

ニ

ラ

リ

ン

シ
ラ

ケ
ヅ
リ
ス
ベ
ヨ

羅
輪
ヲ
設
ケ
以
テ
字

ヲ
報

ス
羅
輪

ト
ハ
木
ヲ
駈

滑
ク
シ
、
圓

キ
板

ヲ
ツ

ビ

シ

ヂ

ク

バ

ニ

ア
ナ

ホ

ク
リ
ニ
十
六
字
母
ヲ
環
列
リ
、
覇
雕
烟
肺
蚊
写
鋤
野

r
升
蕨
ス
中

二
圓

キ
孔
ヲ
鑿
リ
、

ク
ル
リ

イ

フ
ク

ト

ケ

イ

オ
モ
テ

樞

ヲ
容

レ
、

鍼

ヲ
銜

マ

セ
、

時

-
爪

-鐘

-銀

ノ
面

ノ
如

ク

シ
、

(中
略

)

タ
ヨ
リ

シ
カ
ケ

此

レ
皆
電
氣
信
ヲ
傳

ル
ノ
計
ナ
リ

(中
略
)

ソ

ラ

西
人
電
氣
ヲ
製
ス
ル
ノ
初

メ
、
尚
未
ダ
天
-空

ノ
雷
電
ト
性
ヲ
同
ウ
ス

ル
ヲ
知
ラ
ズ

(『博
物
新
編
譯
解
』
、
合
信
著
、
大
森
惟
中
譯
、
明
治
七
年
)
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「雷
電
」
は
既
に

『博
物
通
書
』
に
見
え
、
「第

一
章

引
言
」
で

「雷
電
之

氣
」
と
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「光

と
聲
が
あ
る
。
光
は
既
ち
電
、
聲
は

即
ち
雷
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

雷
電
之
氣
磅
礎
乎
宇
宙
萬
物

一
氣
流
逋

(中
略
)

要
知
天
上
雷
電
何
自
而
發
請
言
其
故
雲
是
有
電
氣
在
者
假
如

一
片
雲
有

電
氣
増

一
片
雲
有
電
氣
減
兩
片
雲
相
近
其
電
氣
出
彼
入
此
有
光
與
聲
迸
出

光
即
是
電
聲
郎
是
雷

(『博
物
通
書
』、
咸
豐
元
年

(
一
八
五
一
)
)

明
治
初
期
に
翻
訳
作
業
が
行
わ
れ
、
明
治
六
年

(
一
八
七
三
)
か
ら
刊
行
が

　　

始
ま

っ
た
英
国
の
啓
蒙
書
と
も
言
え
る
百

科
事
典

『百
科
全
書
』
「氣
中
現
象

學
」
「
大
氣
ノ
電
氣
」
「雷
電

北
光
」
の
節

で
は
、
「大
氣
中
電
氣

ノ
現
像

ハ

甚
タ
重
切
ナ
ル
件
ナ
レ
任
未
タ
十
分
明
瞭

ナ
ラ
ス

(電
氣
篇
ヲ
參
考
ス
ヘ
シ
)」

と
記
述
し
、
「電
氣
及
磁
石
」
「電
氣
論
」

で
は
、
「埃
歴
ト
電
氣
ト
ノ
性
ノ
同

ジ
」
で
あ
る
と
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

琥
珀

ヲ
摩
擦
シ
テ
羽
毛
ノ
如
キ
輕
體
ヲ
觸

レ
シ
ム
レ
バ
或

ハ
吸
引

シ
或

ハ
排
却
ス
ル
カ
ヲ
生
ズ
昔

ヨ
リ
能

ク
知

レ
ル
所

ニ
シ
テ
後
世
此
力
ヲ
名
ヅ

イ

レ

キ

イ

ン

キ

ト

ロ

ン

ケ
テ
埃
歴
ト
云
フ
此
希
臘
人
ノ
琥
珀

ヲ
呼
ビ
テ
埃
歴
徳
論
ト
稱

ス
ル
ニ
出

ツ
ル
ナ
リ

(中
略
)

然
レ
臣
眞

ノ
電
氣
學
ト
稱
ス
ル
者

ハ
其
後
年
ヲ
經
テ
起

レ
リ
千
七
百
五

十

年

ノ

頃

二
及

ヒ

テ

數

種

ノ

著

キ

實

事

ヲ

考

明

セ

リ

就

中

ベ

ン
ヂ

ャ
ミ

ン
フ
ラ

ン
キ
リ

ン

便
慾
憫
弗
蘭
希
林
氏
埃
歴
ト
電
氣
ト
ノ
性
ノ
同
ジ
キ
所
以
ヲ
知

ル
然
レ
ト

モ
千
八
百
年
代

二
至

ル
マ
デ

ハ
埃
歴
ト
格
物
學
ノ
他
ノ
諸
科
ト
多
ク
関
係

ア
ル
コ
ヲ
査
出
セ
ズ
叉
之
ヲ
使
用

ス
ル
ノ
專
要
タ
ル
コ
ヲ
知
ラ
ズ
其
後
久

シ
カ
ラ
ズ

シ
テ
終

二
電
氣
學
ト
稱

ス
ル
モ
ノ
起

レ
リ

(『百
科
全
書
』、
明
治
十
七
年
)

ま
た
、
江
戸
時
代

に
翻
訳
作
業
が
行
わ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
の
日
用
百
科
辞
典

(原
本
は
シ
ョ
メ
ー
ル
が
編
纂
し
た

一
七
〇
九
年
刊
行
の
b
蹄
適
§
o適
ミ

O
§
§
o§
㌣

　
お
　

餐
鳴)
の
蘭
訳
本

の
翻
訳
書
で
あ
る

『厚
生
新
編
』
「雷
」
の
項
に
は
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

雷
は
尋
常
従
来

の
説
に
従

へ
ば
、
電
に
継

て
鳴
動
声
を
発
す
る
も
の
な

り
。
是
大
気
雲
中

に
火
気
猛
勢
相
逼
り
、
互
に
相
摩
盪
し
、
摶
激
衝
動
す

る
所

の
音
響
な
り
。
電
と
雷
は
其
体
同
ふ
す
。
電
先

ヅ
其
光
を
耀
し
て
而

し
て
雷
こ
れ
に
継
ぐ
。

(中
略
)

雷
電
の
迅
速
な
る
こ
と
甚

ダ
驚
愕
す
る
に
堪

へ
た
る
は
、
「
フ
ラ
カ
リ
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近代黎明期の通信

は
り
が
ね

ン
。
〈人
名
〉
の
実
験
せ
る
説
に
、

一
万
弐
千
尺
の
鉄
線
を

「
ヱ
レ
キ
テ

リ
セ
.
の
力
を
以
て

一

「
セ
コ
ン
ド

.
の
問
に
疾
走
す
。
其
響
動

一
千
百

尺
の
み
聞

へ
た
り
と
云
ふ
。
こ
れ
を
以
て
知
る
に
、
雷
の
落
る
こ
と
其
音

響
の
聞
ゆ
る
前

に
十
倍
余
も
早
し
。

(『厚
生
新
編
』、
昭
和
十
二
年
)

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
『博
物
通
書

』
に
既
に
記
述
の
あ

っ
た

「
雷
電
」

は

「電
気
」
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
見
解

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
「雷
電
傳
信
機
」
は

「電
気

傳
信
機
」
を
意
味
し
、
「電
気
」
と

「傳
信
機
」
は
修
飾
関
係
に
あ
る
。
ま
ず
、
「
傳
信
機
」
で
あ

っ
て
、
ど
の
よ
う

な
傳
信
機

か
と
言
え
ば
、
「電
気

(雷
電
)
」
に
よ
る

「傳
信
機
」

で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

テ

レ

カ

ラ

フ

レ

ン
カ

先

に
示
し
た

「
テ
レ
カ
ラ
フ

漢
名

傳
信
機

ト
云
」
(「天
連
關
理
符
連
架

テ

レ

カ

ラ

フ

ノ
圖
」
『亞
墨
理
駕
船
渡
來
日
記
』
石
川
本
)
、
「
天
連
關
理
符
千
里
眼

(雷
電
傳
信

…機
ト
モ
書
)」
(『亞
墨
理
駕
船
渡
來
日
記
』
石
川
本
)、
「
エ
レ
ク
ト
ル
、
テ
レ
ガ
ラ

ー
フ

但
、
雷
電
氣

・・
φ
事
を
告

ル
器
械
」
(「墨
夷
應
接
録
通
航

一
覽
續
輯
」

「高
麗
環
雜
記
嘉
永
隨
筆
」)
、
「漢
名

雷
電

信
機

仕
掛
之
圖

メ
リ
ケ
ン
名

テ
レ
カ
ラ
ー
フ
」
(「神
奈
川
日
記
」
『松
栞
樓
叢
書
』
)
と
い
う
表
記
か
ら
、
「電

信
機
」
は
、
も
と
も
と
は

「雷
電
傳
信
機
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
、

そ
の
意
味
は

「
エ
レ
ク
ト
ル
」

つ
ま
り

「
電
気
」
に
よ
る
テ
レ
グ

ラ
フ
で
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な

っ
た
。

(
三
)
「
テ
レ
グ
ラ
フ
」
の
語
源

「
エ
レ
ク
ト
ル
、
テ
レ
グ
ラ
フ
」
と
い
う
こ
と
ば

の
存
在
は
、
裏
を
返
せ
ば
、

そ
れ
以
前
に

「
エ
レ
ク
ト
ル
」
で
は
な
い

「
テ
レ
グ
ラ
フ
」
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
証
拠
で
あ
る
。

つ
ま
り

「電
気
」
を
使
わ
な
い

「傳
信
機
」
が

存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「電
気
を
使
わ
な
い
傳
信
機
」
と
は
、

一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
1
で
紹
介
し
た
明
治
初
期
の
辞

書
で
も
、.↓
Φ
δ
ひq
蠢
目
.、と
.、↓
Φ
δ
ひq蠢
9
、、と
の
間
で
、
「電
信
」
と

「電
報
」
の

混
交
が
見
ら
れ
、
表
2
で
は

「電
信
」
の
説
明
に

「電
報
」
と
あ
り
、
「電
報
」

の
説
明
に

「電
信
な
り
」
「電
信
に
同
じ
」
な
ど
の
記
述
が
あ
り
、
「電
信
」
と

「電
報
」
を
明
確

に
区
別
し
た
説
明
が
な
く
、
認
識
が
曖
昧
で
あ
る
。
こ
こ
で

改
め
て
、
原
語
の
、、↓
Φ
δ
ひq
蠢
9
、.に
つ
い
て
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
よ

う
。

(26
)

、.↓
げ
Φ

○
×
{
o
a

国
p
ひq
房

げ

U
8
鉱
o
⇒
①
同
賓

(N
昌二
Φ
α
.)
、、
に

よ

れ

ば

、

、、↓
Φ
す

ひq
蠢

℃
同
、は

、

第

一
義

に

て

、

「
い
ろ

い

ろ

な

符

号

を

用

い

て
離

れ

た

と

こ

ろ

に

メ

ッ

セ

ー

ジ

を

伝

達

す

る

も

の
」

で

あ

る

と

し

、

テ

レ
グ

ラ

フ
と

い
う

名

前

は

フ

ラ

ン

ス

で

一
七

九

二
年

、

0
ゴ
碧

需

に

よ

っ
て

発

明

さ

れ

た

も

の

と

し

て
初

め

て
現

れ
、

そ

れ

は
、

事

前

に
決

め

ら

れ

た

符

号

に
従

っ
て
様

々

な

配

置

を

す

る

動

作

可

能

な

腕

を

持

つ
ま

っ
す

ぐ

な

支

柱

か

ら
成

る

も

の

で

あ

る

と

説

明

し

て

い
る

。

更

に

、

現

在

で

は

こ

の
意

味

は

希

薄

に

な

り

、

.、ω
Φ
目
昌

げ
o
「
Φ
..ま

た

は

..ω
茜
嵩
巴
ぎ
ひQ

蝉
b
b
錠

讐
鎧
ω
、、と

呼

ば

れ

て

い

る

と

し

て

い

る
。

こ

れ

は

「
腕

木

通

信

」

の

こ

と

に
他

な

ら

な

い
。
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磐
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○
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田

ひq
房

げ

日

。
けδ
蠧

亳

(・。
⇒。
①
山
.)

㌦
、
H
㊤
巴

第

一
義

に
、

こ

の

「
腕

木

通

信

」

を

掲

げ

、

続

い

て

第

二

義

と

し

て
、.ぎ

甘

尸

職
§

ミ
.ら

(o
『

§
§

ミ

ら
)

尉
誌

誉

ミ
、
(「
電

信
」
)
を

掲

げ

て

い

る

の

で

あ

る
。

ま

た

、

初

め

は

「
タ

シ
グ

ラ

フ
」

と

名

付

け

た

が

、

竃

δ
叶
画
①

竃

ひ
洋

○
が

「
テ

レ
グ

ラ

フ
」

の
方

が

良

い
名

前

だ

と

し

た

と

説

明

し

て

い

る
。

罎

δ
辞

α
Φ

竃

窪

8

ω
畠

8
ω

ヨ

げ
δ

ミ

嘶
ミ
ミ

蔑
鳴
。・

H
'

ω
。。
"

9

讐

9

昌

b
Φ

9
Φ

営
く
Φ
耳

。
同

肩

。
b
。
ω
巴

8

$

=

ぼ
ω

ぎ

く
①
巳

。
⇒

蝉

雫

ら
藷

＼
§

曹

》
ぴ
暮

≦
器

8

匡

9

ζ

一〇
け

9

讐

匪

Φ

蠧

目
Φ

≦
9
ω

び
巴

闡

鋤
巳

o
轟

算

8

び
Φ

ミ

駄晦
丶
§

ミ

"

薯
窪

9

冨

讐

o
昌
8

巴

o
讐

a

畳

(27

)

.、○
巳

冒

Φ

国
身

目

o
一〇
ひq
団

U
け
二
〇
昌
①
昌

、.で

は

、

..↓
①
一Φ
ひQ
鐔

O
げ
.、
は

.、ω
Φ
ヨ

甲

9

0
『

巷

づ
爰

簿

ρ
ω
..で

あ

る

と

し

て

、

次

の

よ

う

に

記

述

し

て

い

る

。

嵩

Φ
倉

.、ω
Φ
日
鋤
9

0
H

巷

冨

蠢

ε

ω
,

(ゲ
Φ
g

Φ
昏
Φ

冒

蠧

§

隷

ミ

NN
ぎ

ヨ
9
身

。
三

Φ
ω
)
」

搾

..島

讐

≦
三

9

≦
ユ
け
①
ω

鉾

鋤

臼

ω
叶
穹

。
ρ

、.

マ
。
B

甲

.
巡

膏

§

ぎ

猟

δ

白

巡

駄
L

.h
爰

、、

(h
8
B

O
厂

韃

包

+

帖

§

§

.

日
げ
①

巴
ひq
蠧

ぎ

ひq

自
①
<
一
8

げ
巴

げ
8

昌

ヨ

<
8

け
巴

言

牢

譽

8

ぎ

鑒

H
耳

9

①

再

。
け
冨

同
ω

O
冨

薯

ρ

書

。

冨

創

。
巴
一巴

津

§

譜

§

曹

」

F

、.窪

簿

を
三

9

≦
昏

Φ
ω

貯

ω
戸
、.
び
暮

夢

Φ

び
Φ
け
-

け
9

蠧

ヨ
Φ

零
鋤
ω

餮

ひq
ひq
Φ
ω
叶
巴

け
。

昏

Φ
目

ξ

悶
戸

9
覧
o
ヨ
讐

O
o
日

8

>
&

み

山

鐔

月

。
δ

賽

。
け
α
①

と

窪

8

(ま

N
山
・。
色

・
国

村
ω
叶

碧

9

巴

嵩

零

8

穹

Φ
巻

9

ヨ
8

け
巴

Φ
曹

氏

。

邑

Φ
αq
蠧

9

(α
Φ
ω
一αq
昌
巴

9

9

・
U
8

写

穹

駐

8

ω
巴
く
餌

9
什
じu
霞
8

δ
蠧

)
"
9

①

崗

p
9

一〇
巴

く
①
学

ω
δ
づ

妻
蝉
ω

α
Φ
<
色
8

巴

H
。。
ω
O
ω

9

ω
四
ヨ
ニ
巴

罎

。
H
ω
Φ
●
日
滞

く
臼

げ

δ

讐
叶
①
ω
叶巴

ヰ
。
日

お

O
臼

臣
閃
・

目
①
穹

ぎ

ひq

.、8

ω
貫
昌
巴

8

①
.ω

葺

①
軍
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叶
δ
鼠

、
δ

津

ω
け

讐

8

ω
け
巴

H
り
・。
9

。
『
唖

蠧

ξ

ぎ

9

×
ぎ

ひQ
●

(.6

巳

ぎ
Φ

国
q
ヨ

。
δ
ひq
団

望

9
一。
蠧

亳

噛
、、
N
O
ε

..↓

Φ
5

ひq
蠧

b
巨

.は

、

、、ω
①
ヨ

鋤
9

0
『

Q
ロ
b
費

鉾

二
ω
."で

、

フ

ラ

ン

ス

語

の

..鼠

辰
ひq
鑓

9

①
.、か

ら

来

て

お

り

、

元

々

の

意

味

は

、

..融
贏

-

踊

霞

.、

(
時

。
筥

Ω
ぎ

紺
隷
-
)

+

砧

§

書

、、と

い

う

こ

と

で

あ

る

と

す

る

。

0
冨

窓

①
に

よ

っ

て

発

明

さ

れ

た

こ

と

や

、

「
タ

シ
グ

ラ

フ
」

か

ら

「
テ

レ
グ

ラ

フ
」

へ
の
呼

び

名

の

異

動

の

経

緯

に

つ

い

て

は
.甫

び
①

○
×
h
o
a

国
昌
ひq
房

げ

U
8
口
o
口
鋤
同
賓

(卜。
.位

巴

・
)
.ど

同

様

に

説

明

し
、

そ

し

て

、

一
七

九

七

年

に

始

め

て

実

験

的

な

..色
①
o
民

0

8
貯
ひq
蠢

b
居
、
(電

信
機

)

が

現

れ

、

一
八

三

〇

年

代

に
実

用

的

な

バ

ー
ジ

ョ

ン
が

開

発

さ

れ

た

と
説

明

し

て

い
る

。

こ

れ

ら

の
辞

書

の
説

明

か

ら

、

、.↓
Φ
δ
ひq
蠢

9

.、
は

元

々

「
腕

木

通

信

」

を

意

味

す

る

こ

と

ば

で

あ

っ
た

と

解

釈

で

き

る
。

そ

し

て
、

..↓
Φ
5
ひq
蠧

b
同
、
は

そ

の
後

、

..固

①
o
鼠

o

↓
巴
①
ひq
鐔

づ
同
.
と

し

て

、

現

在

の

「
電

信

機

」

を

示

す

意

味

の

こ

と

ば

と

な

っ
た

と

い
う

こ

と

で
あ

る

。

こ

の
あ

た

り

の
経

緯

に

つ
い

(28

)

て
は
、
中
野
明
氏
の

『腕
木
通
信
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

「電
気

を
使

わ
な

い
傳
信
…機
(腕
木
通

信
)」
が
ま
ず
最
初

に
あ

り
、
次

に

「電
気
」
に
よ
る

「
傳
信
…機
」
を
意
味
す
る

「雷
電
傳
信
機
」
が
生
ま
れ
、
「雷

電
傳
信
…機
」
は

「電
信
機
」
と
な

っ
た
。
先

に
論
考
し
た
よ
う

に
、
「高
麗
環

雜
記
嘉
永
隨
筆
」
に

「
エ
レ
ク
ト
ル
、
テ

レ
ガ
ラ
ー
フ

但
、
雷
電
氣

・・
φ
事

を
告
ル
器
械
」
と
い
う
表
記
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
て
も
、
そ
の
こ
と
ぼ
の
中

に

「電
気
」
の
意
味
を
込
め
る
必
要
が
ど
う
し
て
も
あ

っ
た
こ
と
に
疑
う
余
地

は
無

い
。

「
現
今
は
、只
電
信
、
電
報
と
の
み
呼

べ
ど
も
、
明
治
初
年

の
官
令
等

は
す
べ

て
傳
信
局
、
傳
信
機
、
傳
信
機
繼
立
所
な
ど
と
言

へ
り
。
こ
は
、
前
記
米
國
献

上
品
目
録

の
雷
電
傳
信
機
よ
り
出
て
、
雷
電
を
省
き
た
れ
ぼ
、

エ
レ
キ
の
意
を

含
ま
ざ
る
名
稱
と
な
り
し
な
ら
ん
か
。」
と

『明
治
事
物
起
原
』
で
指
摘
し
て

い
る
石
井
研
堂
は
、
そ
の
こ
と
に
い
ち
早
く
気
づ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

『博
物
通
書
』
に
あ
る
通
り

「光
即
是
電
、
聲
郎
是
雷
」

で
あ
り
、
「電
氣
」

は
、
「雷
電
之
氣
」
で
あ

っ
た
。

こ
の
当
時
、
「電
気
」
を
意
味
す
る
こ
と
ば
と

し
て
、
専
ら

「雷
電
」
が
使
わ
れ
た
。
そ

の
た
め
、
「
エ
レ
ク
ト
ル
、
テ
レ
グ

ラ
フ

(電
気
を
用
い
た
傳
信
機
)
」
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て

「雷
電
傳
信
機
」

が
用

い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

(四
)
「
電
話
」
と
い
う
こ
と
ば
の
成
り
立
ち

こ
の
よ
う

に
考
え
る
な
ら
ば
、
「電
話
」
に
つ
い
て
も
、
同
様

の
語
構
成

で

解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

荒
川
清
秀
氏
は
、
「
「電
話
」
は

「電
気
通
話
」
「電
気
伝
話
」
等
の
略
称
と

(
29
)

し
て
生
ま
れ
た
と
考
え
る
。
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
、
目
下
調
査
中

で
あ
る
が
、

管
見
で
は

「電
気
通
話
」
「電
気
伝
話
」
と
い
う
用
例

は
未
だ
見
出

せ
ず
に
い

て

れ

ほ

ん

る
。

一
方
、
日
本

に
電
話
が
導
入
さ
れ
た
当
初

の
記
録
に
は
、
「傳
話
電
信
」

で
ん

わ

で
ん

し

ん

き

(『讀
賣
新
聞
』
明
治
十

一
年
)
、
「傳
話
電
信
機
」

(『讀
賣
新
聞
』
明
治
十

一
年
)、
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で
ん
わ
で
ん
し
ん
き

「傳
話
電
信
器
」
(『讀
賣
新
聞
』
明
治
十

一
年
)
と
い
う
用
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。

「電
信
機
」
が

「
雷
電
」
+
「傳
信
機
」
で
あ

っ
た
の
と
同
様
に
、
「電
話
」

に

つ
い
て
も

「傳
話
」
+

「電
信
機
」
と
い
う
語
構
成
で
解
釈
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「話
を
伝

え
る
電
信
…機
」
で
あ
る
。
こ
の
よ

は
な

き
か

い

う
に
解
釈
す
る
と
、
「話
し
…機
械
」
(『讀
賣
新
聞
』
明
治
十

一
年
)
「話

の
逋
ず

テ

レ

ホ

ン

る
電
信
機
」

(『朝
野
新
聞
』
明
治
十
九
年
)、
傳
語
機

(『緑
蓑
談
』
須
藤
南
翠

明
治
二
十

一
年
)
と
い
う
表
現
が
納
得
の
い
く
も

っ
と
も
な
表
現
で
あ
る
と
感

じ
ら
れ
て
く
る
。

「電
話
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く

「話
を
伝

え
る
こ
と
の
で
き
る
機
械
」
で
あ
り
、
「
電
話
」
は
、
「電
気
」
に
よ

る

「伝

話
」
な
の
で
あ
る
。

当
初
、
「電
話
」
は

「傳
話
電
信
機
」
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
省
略
形

と
し
て

「傳
話
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
そ
し
て
、
「電
信
機
」
の

と
き
と
同
様

に

「電
気
」
の
意
味
を
込

め
た
か

っ
た

と

い
う
気
持

ち
か
ら

「傳
」

の
字
に
代
え
て

「電
」
の
字
を
宛

て
て

「電
話
」
と
し
た
の
で
は
な

い

だ
ろ
う
か
。

「携
帯
電
話
」
が

「携
帯
」
「
ケ
ー
タ
イ
」
と
、
省
略
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
、

語
彙
の

一
部
が
脱
落
す
る
例
は
あ
る
。
そ

の
字
面
か
ら
は
十
分
に
対
象
物

の
意

味
を
想
起
し
難
い
よ
う
な
表
現
で
あ

っ
て
も
省
略
形
と
し
て
の
こ
と
ば
が
使
わ

れ
る
例
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

(
30
)

荒
川
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
と
お
り
、
「触
感
」
か
ら

「食
感
」

へ
、
「滑
舌
」

　
　
　

か
ら

「活
舌
」

へ
な
ど
、
本
来
の
漢
語
表
記
に
代
わ

っ
て
同
音
異
義
の
別

の
漢

字
を
宛
て
る
例

は
現
代

に
お
い
て
も
存
在
す
る
が
、
こ
う

い
っ
た
漢
字
の
多
様

な
宛
字
は
、
も

っ
と
古

い
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
殊
に
怒
濤
の
如
く
入

っ

て
来
る
外
来
の
文
化
や
概
念
を

い
ち
早
く
吸
収
し
よ
う
と
し
た
明
治
初
期
は
、

外
来
語

の
漢
字
表
記
多
様
化
が
行
わ
れ
た
。
「盲
録
」
(「耄
六
」)、
「怠
屈
」

(「退
屈
」)、
「生
帳
面
」

(「几
帳
面
」)
な
ど
、
本
来

の
字

と
は
か
け
離
れ
て
し

ま

っ
た
意
味
に
ふ
さ
わ
し
い
漢
字
、
場
面
の
表
現
に
的
確
な
意
味
の
漢
字
に
す

る
こ
と
が
要
因
と
な

っ
て
、
元
々
の
漢
語
本
来
の
表
記
と
違
う
、
こ
と
ば
の
意

味
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
漢
字
を
宛
て
よ
う
と
す
る
工
夫
が
多
く
行
わ
れ
た
の
で

(32

)

あ
る
。

「電
話
」
と
い
う
こ
と
ば

は
、
漢
語

の

「動
詞
」
+

「
目
的
語
」
と
い
う
構
造

そ
れ
だ
け
で
は
単
語
と
し
て
働
く
こ
と
は
難
し
い
と
す
る
荒
川
氏

の
説
明
は
も

っ
と
も
で
、
「電
話
」
と
い
う
用
語
は
、
は
じ
め
か
ら
こ
の
語
構
成

で
あ

っ
た

訳

で
は
な
い
。
図
4
に
示
す
通
り
、
「電
信
機
」
は

「雷
電
傳
信
…機
」
か
ら
派

生
し
、
「電
話
」
は

「傳
話
電
信
機
」
か
ら
派
生
し
た
も

の
で
あ
り
、
そ
の
変

遷
は
、
語
彙
の

一
部
が
脱
落
し
、
更

に
同
音
の
文
字
の
交
換
と
い
う
過
程
を
経

て
、
現
在

の

「電
信
」
「電
話
」
と
い
う
語
彙
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先

に
揚
げ

た
明
治

の
漢
語
辞
書

『新
編
漢
語
辞

林
』
に
あ

っ
た
、
「傳
信
」
は

「
タ
ヨ
リ
ヲ
ツ
タ

ヘ
ル
」、
「電
信
」
は

「
デ
ン

キ
デ

ス
ル
タ
ヨ
リ
」、
「電
話
」
は
、
「デ
ン
キ
デ
ツ
タ

ヘ
ル

ハ
ナ

シ
」
と
い
う

記
述
、
す
べ
て
に
納
得
の
ゆ
く
説
明
が

つ
く
。
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「電信」及び 「電話」の系譜図4

四

「
電
気
」
に
対
す
る
恐
怖
と
期
待

「電
信
機
」
が
日
本

に
導
入
さ
れ
た
当
初
、
「電
信
機
」
は

「切
支
丹
伴
天
連

の
魔
法
」
と
恐
れ
ら
れ
、
処
女
を
強
奪
し
、
そ
の
生
血
を
取

っ
て
こ
れ
を
架
線

に
塗
る

(『新
聞
雜
誌
』
第
四
十

一
號
、
明
治
五
年
四
月
)
な
ど
様
々
な
奇
談
も
生

ま
れ
、
そ
の
た
め
架
設
に
際
し
て
の
妨
害
も
あ

っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
明
治
二
年

に
は

『天
理
可
楽
怖
』
と
い
う
名
前

の
雑
誌
が
発
行
さ
れ
、

会
津
白
虎
隊
戦
士
の
報
な
ど
を
掲
載
し
た
。
「天
理
可
楽
怖
」
と

い
う
文
字

に

は
、
電
気
を
切
支
丹
伴
天
連
の
魔
法
使

い
と
言

っ
て
い
た
時
代
の
思

い
、
恐
怖

の
対
象
と
し
て
の
電
信
の
イ
メ
ー
ジ
、
楽
と
い
う
字
を
宛
て
な
が
ら
も
同
時
に

怖
る
べ
き
存
在
と
し
て
捉
え
て
い
た
当
時
の
意
識
を
そ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。近

代
の
新
技
術
で
あ
る

「電
気
」
の
力
を
使

っ
た
新
し
い
技
術
に
対
す
る
恐

怖
と
期
待

の
感
覚
は
、
「電
話
」
導
入
の
時
に
も
同
様
で
、
電
話

か
ら
火
事
が

起
き
る
の
で
は
な

い
か
、
あ
る
い
は
、
電
話
で
コ
レ
ラ
が
伝
染
す
る
の
で
は
な

い
か
、
と
い
っ
た
電
話

に
対
す
る
恐
怖
心
を
当
時

の
人
々
は
抱
い
て
い
た
。

議
事
堂
燒
失
以
來
電
氣
燈
は
勿
論
總
て
の
電
氣
作
用
物
に
對
し
恐
れ
を

抱
く
も
の
甚
だ
多
く
、
或
る
電
話
加
盟
者
は
専
門
の
技
師
に
就
て

「
電
話

は
非
常
に
英
敏
に
し
て
能
く
音
聲
を
傳
ふ
る
も
の
な
る
が
、
若
し
加
盟
者

の
中
に
虎
列
刺
病
等
あ
り
し
場
合
に
は
其
の
病
毒
を
各
加
盟
者
に
傳
ふ
る
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こ
と
な
き
や
」
と
質
問
し
、
又
或
る
者
は

「電
話
か
ら
火
は
發
し
ま
せ
ん

か
」
と
質
問
す
る
ほ
ど
に
至
り
し
と
。

(『郵
便
報
知
新
聞
』、
明
治
二
十
四
年
二
月
三
日
)

「伝
信
機
」
か
ら
「電
信
機
」

へ
の
変
更
に

つ
い
て
、
工
部
省

に
電
信
寮
が
置

か
れ
る
以
前
か
ら
、
「電
信
」
と

い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

「
こ
と
ば
」
は
、
私
た
ち
が
日
常
生
活
を
行
う
上
で
の
規
範
で
あ
る
。
勿
論
、

政
府
が
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
政
策
的
に
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
用
語
や
、
あ
る

一

定
の
世
界

匹
中
で
の
み
用
い
ら
れ
る
学
術
専
門
用
語
と
い
う
も
の
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
と
ば
と
い
う
も
の
は
、
基
本
は
社
会
的
便
宜
的
な
約
束
ご
と

で
あ
り
、
社
会
の
共
有
財
産
で
あ
る
。
社
会

一
般
の
賛
同
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、

い
か
に
上
か
ら
規
制
を
か
け
た
と
し
て
も
、
自
然
淘
汰
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
「伝
信
」
か
ら

「電
信
」

へ
、

「伝
話
」
か
ら

「電
話
」

へ
の
変
更

は
、

一
般
市
民
の

「電
気
」
に
対
す
る
不
安
と
期
待
の
交
錯
し
た
猛
烈
な
欲
求

が
生
ん
だ
も
の
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

浮
田
和
民
は
、
「物
質
的
文
明
の
上
に
て
第

二
十
世
紀
を

「電
氣

の
世
紀
」

と
い
ふ
な
ら
ぼ
肚
會
問
題
の

一
面
よ
り
見

て
第
二
十
世
紀
は

「婦
人

の
世
紀
」

(
33
)

で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。
」
と
言

っ
て
お
り
、
当
時
の
認
識

と
し
て
も

「電
気
」

に
対
す
る
特
別
な
思

い
入
れ
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。

「文
化
竃
」
「文
化
鍋
」
「文
化
包
丁
」
「文
化
住
宅
」
と
「文
化
云
々
」
と
い
う

用
語
が
、
そ
の
後
、
大
正
時
代
に
流
行

っ
た
よ
う

に
、
「電
気
焜
炉
」
「電
気
暖

房
」
「電
気
蓄
音
機
」
「電
気
治
療
」
「電
気
鉄
道
」
と
、
「電
気
云
々
」
が
流
行

語
で
あ

っ
た
。
小
林
秀
雄
や
三
浦
哲
郎
の
作
品

に
登
場
す
る
神
谷
バ
ー
の

「電

気
プ
ラ
ン
」
は
そ
の
典
型
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
「電
気
杖
」
な
る
、
冗
談

の

よ
う
な
商
品
も
登
場
し
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時

の
人
々
に
と

っ
て
、
そ
れ
程

「電
気
」
に
対
す
る
思
い
は
強
か

っ
た
の
で
あ
る
。

電
氣

の
学
問
が
追
々
開
け
種
々
の
新
發
明
の
あ
る
が
中
に
、
近
來
最
も

珍
し
き
發
明
は
電
氣
杖
と
唱
ふ
る
も
の
に
て
、
是
は

一
寸
見
た
處
は
通
常

の
杖

の
所
々
に
水
晶
の
節
の
あ
る
も
の
な
る
が
こ
の
水
晶
の
節

の
中

に
極

小
さ
な
電
氣
燈
を
仕
掛
け
置
き
、
而
し
て
上
着
の
隱
し
か
帯
の
問

へ
挿
み

置
く
程
の
小
さ
な
電
氣
溜
よ
り
、
其
杖

へ
線
金
を
付
け
て
電
氣
を
導
く
時

は
、
杖
の
節
よ
り
光
り
を
放
ち
て
極
明
る
く
道
を
照
ら
し
、
凡
そ

一
時
間

程
は
保
ち
甚
だ
便
利
の
提
灯
に
て
、
價
も
殊
の
外
廉
な
り
と
云
ふ
。
ま
た

同
じ
工
夫
に
て
襟
飾
の
釦
子
を
輝
か
し
、
金
剛
石
の
代
用
を
爲
す
等
の
事

に
流
行
す
れ
ど
も
、
こ
れ
等
は
電
氣
杖

の
利
用
に
は
遠
く
及
ば
な
ぬ
も
の

な
り
と
。

(『讀
賣
新
聞
』、
明
治
十
七
年
四
月

一
日
)

「電
信
」
「電
話
」
の
前

の
通
信
手
段
に
は
、
「狼
煙
」
「腕
木
通
信
」
や

「手

紙
」
な
ど
が
あ
る
。
「狼
煙
」
や

「
腕
木
通
信
」
は
、
あ
る
限
ら
れ
た
情
報
を
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近代黎明期の通信

抽
象
化
し
た
符
号
と
し
て
伝
達
し
、
「手
紙
」
は
情
報
を
書
き
こ
と
ぼ
で
伝
達

し
た
。
符
号
化
と
い
う
作
業
を
介
さ
ず
に
、
直
接
面
談
し
て
話
を
す
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
書
き
こ
と
ば
で
は
な
く
話
し

こ
と
ぼ
で
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
は
、

「電
信
」
の
登
場

に
よ

っ
て
始
め

て
成

し
得
た
こ
と
で
あ

る
。
物
集
高
見

が

　
ぬ
　

「日
本
文
章
論
」
の
中
で

「ま
た
、
電
信
文

と
い
ふ
も
の
あ
Σ
ま
す
。
こ
れ

ハ
、

全
く
言
文

一
致
で
、
話
し
の
や
う
に
書
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。」
と
指
摘
し
て

い
る
と
お
り
で
あ
る
。

「通
信
」
と
は
、
時
間
と
空
間
を
隔
て
て
情
報
を
伝
達
し
合
う
こ
と
で
あ
る
。

「電
信
」
は
電
気
の
力
を
用

い
る
こ
と
に
よ

っ
て

「通
信
」
の

「即
時
性
」
を

獲
得
し
た
。
そ
し
て
更

に

「電
話
」
は
、
肉
声
で
、
生
の
声
を
そ
の
ま
ま
伝
え

た
と

い
う
こ
と
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
通
信
手
段
と
比
較
し
て
画
期
的
な
通

信
方
式
で
あ

っ
た
と
言

っ
て
良

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五

明
治
期
の
こ
と
ば
に
関
す
る
運
動

明
治
初
期
は
、
「
か
な

の
く
わ
い
」
や

「羅
馬
字
会
」
が
発
足
し
、
漢
字
廃

止
や
言
文

一
致
な
ど
、
こ
と
ば

に
関
す
る
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
た
時
代
で
あ

る
。
日
本
の
国
語
国
字
に
関
す
る
運
動
は
、
慶
応
二
年

に
、

一
円
切
手
の
肖
像

で
知
ら
れ
、
日
本

の
郵
便
制
度

の
創
始
者

で
あ
る
前
島
密

(本
名
は
來
輔
)
が
、

　お
　

「漢
字
御
廢
止
之
議
」

の
建
白
書
を
将
軍
慶
喜

に
差
し
出
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

前
島
密
は
、
「漢
字
御
廢
止
之
議
」
に
て
、

「實
に
少
年
の
時
間
こ
そ
事
物
の
道

理
を
講
明
す
る
の
最
好
時
節
な
る
に
此
形
象
文
字
の
無
盆
の
古
學
の
爲
め
に
之

を
費
し
其
精
神
知
識
を
頓
挫
せ
し
む
る
事
返
す
く

も
悲
痛
の
至
に
奉
存
候
」

と
漢
字

の
弊
害
を
訴
え
、
「御
國
に
於
て
も
西
洋
諸
國

の
如
く
音
符
字

(假
名

字
)
を
用
ひ
て
教
育
を
布
か
れ
漢
字
は
用
ひ
ら
れ
す
終
に
は
日
常
公
私

の
文
に

漢
字

の
用
を
御
廢
止
相
成
候
樣
に
奉
存
候
」
と
漢
字
を
廃
し
、
国
字
と
し
て
か

な
を
採
用
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。

森
有
禮
は
英
語
採
用
論
、
西
周
や
矢
田
部
良
吉
は

ロ
ー
マ
字
国
字
論
を
提
唱

し
、
ま
た
、
全
文
仮
名
書

の
化
学
書

『も
の
わ
り

の

は
し
ご
』
(明
治
七

年
四
月
)
を
著
し
、
後

に

「
か
な
し
ん
ぶ
ん
」
(明
治
十
八
年
七
月
創
刊
)
を
主

宰
し
た
清
水
卯
三
郎
は
、
明
治
七
年
五
月

『明
六
雜
誌
』
に
発
表
し
た

「平
假

　　
　

名
ノ
説
」

で
、
英
語
国
語
論
を
批
判
し
て
ロ
ー

マ
字
に
反
対
し
、
漢
字

の
難
し

い
こ
と
を
指
摘
し
て
平
仮
名
を
用
い
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

明
治
初
期
に
は
、

ロ
ー
マ
字

で
日
本
の
言
語
を
書
こ
う
と
す
る
説
、
仮
名
を

も

っ
て
漢
字
に
代
え
よ
う
と
す
る
説
、
漢
字
削
減
説
な
ど
、
前
島
密
以
来
、
多

く
の
啓
蒙
家
た
ち
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
文
字
改
良
論
が
提
唱
さ
れ
た
。

し
か
し
、
漢
字
漢
語
を
全
く
否
定
す
る
意
見
ば
か
り
で
は
な
く
、
福
澤
諭
吉

(37

)

は
、
明
治
六
年
八
月

『文
字
之
教
』
に
て
、
「
ム
ツ
カ
シ
キ
漢
字

ヲ
バ
成

ル
丈

用

ピ
ザ

ル
ヤ
ウ
心
掛
ケ
ル
コ
ト
ナ
リ
。」
と
し
て
、
漢
字
を
全
く
廃
す
る
の
で

は
な
く
漢
字
を
制
限
す
る
立
場
を
取

っ
た
。

ま
た
、
矢
野
文
雄
の
よ
う
に
、
漢
字
か
な
交
じ
り
文
の
優
れ
て
い
る
こ
と
を

　　

示
唆
す
る
意
見
も
あ

っ
た
。
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學
ヒ
難
キ
漢
字
ヲ
棄
テ

・
之
ヲ
全
廢
シ
假
名
文
ノ
ミ
ヲ
用
ヒ
ン
ト
云
フ

ハ
其
ノ
便
利
大
ナ
ル
カ
故

二
此
論

一
タ
ヒ
出
テ
ナ
バ
世
間

ハ
忽
チ
其
方

二

傾
キ
直

二
漢
字
ヲ
廢

ス
ル
ナ
ラ
ン
ト
思

ハ
ル
・
二
能
ク
ζ
ζ
實
際
ヲ
察

ス

レ
バ
左

ハ
無
ク
テ
世
人
常

二
假
名
文

ヲ
不
便
ノ
如

ク
思
ヒ
成

ル
ヘ
ク
之
ヲ

避
ケ
ン
ト
勉
ム
ル
ノ
有
樣

ア
ル

ハ
何

故
ソ
ヤ
斯
ク
實
際
ト
理
窟
ト
大

二
反

對
ス
ル
カ
如
ク
見

ユ
レ
ト
モ
必
竟

ハ
理
窟
ラ
シ
ク
見

ユ
ル
論

二
尚
ホ
理
窟

ノ
足
ラ
ザ

ル
所
ア
リ
テ
理
窟
ナ
キ
ガ
如
ク
見

ユ
ル
實
際
ノ
方

二
大
ナ
ル
理

窟
ア
ル
ガ
故
ナ
リ

(『日
本
文
體
文
字
新
論
』
第
三
章

「日
本
二
用
フ
可
キ
文
字
及
文
體
ノ
事
」
明

治
十
九
年
)

(39

)

更
に
、
辻
新
次
は
、
明
治
三
十
五
年

『
言
文

一
致
論
集
』

の

「序
」

に
お
い

て
、
「中
に
は
言
文

一
致
と
い
ふ
と
丸
で
漢
字
や
文
語
を
排
斥
す
る
か
の
樣

に

思

つ
て
を
る
人
が
あ
る
。
併
し
吾
輩

の
主
張
す
る
言
文

一
致

の
趣
意
で
は
、
國

民
に

一
番
廣
く
逋
用
し
且

つ
國
民
が
日
常
使

つ
て
を
る
言
葉
で
さ

へ
あ
れ
ば
、

漢
語
で
も
梵
語

で
も
英
佛
獨
語
で
も
雅
語

で
も
俗
語
で
も
毛
嫌

ひ
な
し
に
之
を

同
化
し
、
融
和
し
て
我
國
語
を
富
ま
さ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
現
在
活

き
て
働

い
て
居
る
言
葉
を
改
良
し
其
の
發

逹
を
計

る
の
で
る
。
」
と
説

き
、
漢

字
漢
語
の
使
用
を
積
極
的
に
進
め
る
意
見
も
あ

っ
た
。

ま
た
、
実
践
と
し
て
言
文

一
致
小
説

『浮
雲
」
を
書
い
た
二
葉
亭
四
迷
は
、

漢
字
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
廃
止
を
主
張
す
る
立
場
を
取
る
も
の
の
、
漢
語
に

　　
　

対
し
て
は
必
ず
し
も
否
定
的
で
は
な
か

っ
た
。

國
民
語
の
資
格
を
得
て
ゐ
な
い
漢
語
は
使
は
な
い
、
例

へ
ば
、
行
儀
作

法
と
い
ふ
語
は
、
も
と
は
漢
語
で
あ

つ
た
ら
う
が
、
今
は
日
本
語
だ
、
こ

き

ょ

し

か

ん
が

れ
は
い
〉
。
併
し
擧
止
閑
雅
と
い
ふ
語
は
、
ま
だ
日
本
語
の
洗
禮
を
受
け

ら
い
ら
く

て

ゐ

な

い
か

ら

、

こ

れ

は

い

け

な

い
。

磊

落

と

い

ふ
語

も

、

さ

ツ
ぱ

り

し

こ
ろ
が

た
と
云
ふ
意
味
な
ら
ば
、
日
本
語
だ
が
、
石
が
轉

つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
意
味

な
ら
ぼ
日
本
語
で
は
な
い
。
日
本
語
に
な
ら
ぬ
漢
語
は
、
す
べ
て
使
は
な

は
べ

い
と
い
ふ
の
が
自
分
の
規
則
で
あ

っ
た
。
日
本
語
で
も
、
侍
る
的
の
も
の

す
で

は
已
に

一
生
涯
の
役
目
を
終

つ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
使
は
な

い
。
ど
こ
ま

で
も
今
の
言
葉
を
使

つ
て
、
自
然
の
發
逹

に
任
せ
、
や
が
て
花

の
険
き
、

み實

の
結
ぶ
の
を
待

つ
と
す
る
。

　
む
　

(「
余
が

言
文

一
致

の
由

來
」
、

明
治

三
十

九
年

)

末
松
謙
澄
も
、
基
本
的
に
は
和
漢
混
合
の
書
き
方
を
改
め
て

ロ
ー
マ
字
あ
る

い
は
仮
名
文
字
な
ど

一
定
の
綴
り
字

に
限
定
し
よ
う
と
主
張
す
る
立
場
で
あ

っ

た
が
、
外
国
語
で
あ

っ
て
も
学
術
上
の
熟
語
な
ど
採
用
す

べ
き
も
の
は
採
用
し
、

　
ぬ
　

時

に
は
端
的

に
古
語
を
駆
使
す
る
べ
き
で
あ
る
と

「日
本
文
章
論
」
の
中
で
説

い
て
い
る
。
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外
國
語
と
雖
ど
も
、
學
術
上
の
熟

語
な
ど
、
探
る

へ
き

ハ
、
之
を
探
り
、

巧
に
自
國

の
語
と
な
し
、
新
發
明
物

の
名
稱
も
、
希
臘
羅
馬

の
熟
語
な
き

者
に
て
も
、
今
日
流
通
の
國
語
に
て

ハ
、
冗
長

に
過
き
、
且
つ
他
に
混
雜

ヘ

ヘ

へ

し
易
き
時

ハ
、
巧
に
古
語
を
採
用
し

て
、
名
を
命
す
る
こ
と
、
「
テ
レ
グ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ラ
フ
」

ハ
希
臘
語
の

「
遠
書
」

の
二
語
よ
り
合
制
し
、
「
テ
レ
フ
ォ
ン
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(傳

話
機

)

ハ
、

「
遠

音

」

の

二
語

よ

り

合

制

し
、

「
マ
イ

ク

ロ

ス

コ
ー

フ
」

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

(顯
微
鏡
)

ハ

「細
覽
」
の
二
語
よ
り
合
制
せ
る
類
、
少
な

か
ら
ず
、
採

用
の
方
法
さ

へ
、
其

の
宜
を
得
れ

ハ
、
外
國
語
を
採
る
に
於
て
、
何

の
忌

む

へ
き
な
し

(「日
本
文
章
論
」
、
明
治
十
九
年
)

「
日
本
こ
と
ば

の
會
」
で
「電
氣
」
と
い
ふ
漢
語

の
代
り
に
、
和
語
を
案

出
し
て
み
た
が
、
ど
う
し
て
も
妙
案
が
な
い
の
で
、
「
エ
レ
キ
」
と
い
ふ

洋
語
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
電
燈
は

「
エ
レ
キ
あ
か
り
」
電

信
電
報
は

「
エ
レ
キ
だ
よ
り
」
電
文
は

「
エ
レ
キ
ぶ
み
」
電
話
は

「
エ
レ

キ
ぱ
な
し
」
な
ど
拵

へ
て
み
た
が
、
い
か
に
も
聞
が
拔
け
て
馬
鹿
く

し

い
か
ら
、
會
員
自
身
さ

へ
を
か
し
く
な

つ
て
使
は
な
く
な

つ
た
。
ま
し
て

充
電
、
放
電
、
迭
電
、
蓄
電
、
感
電
、
停
電
な
ど
の
言
葉
を
自
由
に
民
衆

が
造

つ
て
行
く

の
に
、
「日
本
こ
と
ば

の
會
」
で
は
、
唯
呆
然
と
し
て
ゐ

る
よ
り
仕
方
の
な
い
事
で
あ

つ
た
。

(『國
語
學
原
論
』、
昭
和
九
年
)

近代黎明期の通信

「
テ
レ
グ
ラ
フ
」
は

「遠
書
」
、
「
テ
ン
フ
ォ
ン
」
は

「遠
音
」
と
い
う
、
あ
る

意
味
語
源

に
忠
実
な
末
松
の
提
案
は
残
念

な
が
ら
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
こ
と
な

く
、

一
般
に
は

「電
信
」
「電
話
」
が
定

着
し
た
が
、
「遠
書
」
「遠
音
」
と
い

う
提
案
は
、
表
1
に
示
し
た
よ
う

に
、
あ

ら
か
わ
そ
お
べ
え

の

『外
来
語
辞

典
』
に
も
、
「電
信
」
は

「遠
く
で
書
く

も
の
の
義
」
、
「
電
話
」
は

「遠
く
の

音
の
義
」
と
い
っ
た
説
明
に
継
承
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。

(
43
)

時
代
は
下
り
、
高
橋
龍
雄
は
、
昭
和
九
年

『國
語
學
原
論
』
の

「序
」
に
お

い
て
、
「國
語
は
和
語
の
み
に
あ
ら
ず
、
日
本
人
の
漢
語
は
こ
れ
國
語
な
り
。」

と
言

い
、
漢
字
漢
語
が
い
か
に
日
本
語
の
中

に
深
く
浸
透
し
て
い
る
か
を
次
の

よ
う

に
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

前
島
密
以
来
、
明
治
初
期
の
啓
蒙
家
ら
は
言
文

一
致
を
理
想
と
し
、
漢
字
漢

語
排
斥
を
推
奨
す
る
運
動
が
盛
ん
で
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
漢
学

の
素
養
を
基
礎
と
す
る
、
政
治
や
教
育
の
世
界
に
お
け
る
当
時
の
知
識

人
に
よ

っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
面

で
漢
語
の
造
語
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ

ら
の
漢
語
が
私
達

の
言
語
生
活

に
定
着
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
ば
に
関
す
る
様
々
な
議
論
や
運
動
を
通
し
て
、
漢
文
直
訳
体

か
ら
言
文

一
致
、

口
語
文

へ
と
成
長
し
発
展
し
て
行
く
わ
け
で
あ
る
が
、
明
治

と
い
う
時
代
は
、
漢
語
や
漢
文
が
権
威
あ
る
表
現
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
漢
字
謳

歌

の
時
代

で
あ

っ
た
。
西
周
の
哲
学
用
語
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「西
欧
語

の
訳
語
は
、
新
造
の
漢
語
や
中
国
語
の
借
用
、
さ
ら
に
新
し

い
意
味
を
付
与
さ
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　ぬ
　

れ
た
漢
語
が
用

い
ら
れ
」
た
の
で
あ
る
が
、
初
期
の
段
階

で
は
、
「宗
教
」
を

「法
教
」
、
「哲
学
」
を

「
奇
哲
学
」
「窮
理
学
」
「奇
賢
学
」
「理
学
」
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
訳
語

の
形
成
に
お
い
て
、
現
代
語
彙
成
立
ま
で
の
過
渡
的
な
段
階

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
流
動
的
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
の
段
階

を
経
て
、
外
来
の
事
物
や
概
念
を
表
現
す
る
た
め
の
多
く
の
和
製
漢
語
が
新
た

に
造
語
さ
れ
、
定
着
し
て
行

っ
た
の
で
あ

る
。

「電
気
」
「電
信
」
と

い
う
漢
語
は
、
中
国
語
か
ら
の
借
用
語
が
日
本
語
と
し
て

根
付

い
た
の
に
対
し
て
、
「電
話
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
語
の

「徳
律
風
」
「得

力
風
」
「得
利
風
」
な
ど
の
熟
語
が
日
本

に
根
付
か
な
か

っ
た
理
由

は
、

一
つ

に
は
、
明
治
と
い
う
時
代
は
漢
字
愛
好
の
時
代
で
あ
り
、
外
来

の
文
化
を
い
ち

早
く
取
り
入
れ
て
、
中
国
語
か
ら
の
借
用

と
し
て
の
漢
語
と
は
別
の
独
自

の
表

現
と
し
て
の
日
本
語
を
つ
く

つ
て
行

こ
う

と
し
た
背
景
と
、

い
ま

一
つ
に
は
、

不
思
議
な
魔
力
を
持

つ
技
術
と
し
て
の
不

安
と
期
待

の
対
象

で
あ

っ
た

「電

気
」
に
対
す
る
熱
烈
な
吸
引
力
が
働
き
、

ど
う
し
て
も

「電
」

の
字
を
使

い
た

か

っ
た
と
い
う
意
思
が
働

い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、

「電
話
」
と
い
う
和
製
漢
語
が

つ
く
ら
れ
、

定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

む
す
び

「電
信
」
と
「電
話
」
と
い
う
通
信
に
関
す

る
こ
と
ば
を
通
し
て
日
本

の
通
信

文
化
に
つ
い
て
論
考
し
た
。
第

一
章
、
第

二
章
で
は
、
「電
信
」
及
び

「電
話
」

に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
を
示
し
、
第

三
章
で
は
、
「伝
信
」
か
ら

「電
信
」

へ
、
「伝
話
」
か
ら

「電
話
」

へ
の
変
遷
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
、
第
四
章
で

は
、
近
代
の
科
学
技
術

「電
気
」
の
受
容
と
、
通
信
文
化
史
上
に
お
け
る

「電

信
」
「電
話
」
の
意
義
に

つ
い
て
考
察
し
、
第
五
章
で
、
明
治
期
の
こ
と
ば
に

関
す
る
運
動
と

「電
信
」
「電
話
」

の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
考
し
た
。

日
本
の
近
代
化

の
過
程
に
お
い
て
、
外
来

の
新
し

い
技
術
や
概
念
を
表
現
す

る
た
め
に
多
く
の
漢
語
が
用

い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
の
漢
語

の
す
べ
て
が
中
国
語
か
ら
の
借
用
に
よ
る
も
の
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
明
治

初
期
に
は
多
く
の
和
製
漢
語
が
つ
く
ら
れ
、
日
本
独
自

の
こ
と
ば
で
表
現
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
外
来
の
新
技
術
を
自
分
の
も
の
と
し
て
理
解
し
、
日
本
人
の

意
識
の
中
に
深
く
取
り
込
ん
で
行

っ
た
の
で
あ
る
。

科
学
史
や
洋
学
研
究
の
分
野
に
お
い
て
、
医
学
や
物
理
学

に
関
し
て
は
こ
れ

ま
で
に
も
数
多
く

の
研
究
成
果
が
あ
る
が
、
「通
信
」
に
関
す
る
研
究

は
数
少

な
い
。
今
後
は
、
文
化
史
的
な
視
点

か
ら
の

「
通
信
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
望

ま
れ
る
。

〈
付
記
〉

本
報
告
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
及
び
複
写
を
許
可
く
だ
さ

っ
た
逓
信
総

合
博
物
館
及
び
国
立
公
文
書
館
に
感
謝
し
た

い
。

荒
川
清
秀
氏
と
八
耳
俊
文
氏
に
は
、
貴
重
な
ご
意
見
な
ら
び

に
論
文
等
関
連

資
料
を
頂
戴
し
、
感
謝

に
堪
え
ま
せ
ん
。
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近代黎明期の通信

注(1
)

禧
澤
諭
吉

「民
情

一
新
」
『明
治
文
學
全
集
』
第
八
巻
、
筑
摩
書
房
、

一

九
六
六
年

(2
)

『西
征
紀
行

"
幕
末
の
日
露
外
交
』
箕
作
阮
甫

[著
]
、
木
村
岩
治
編
、
津

山
洋
学
資
料
館
友
の
会
、
平
成
三
年

(3
)

『改
訂
増
補
明
治
事
物
起
原
』、
石
井
研
堂
、
春
陽
堂
、
昭
和
十
九
年

(4
)

『遠
西
奇
器
述
』
川
本
幸
民
口
述
、
嘉
永
七
年

[
一
八
五
四
]
-安
政
六
年

[
一
八
五
九
]

(5
)

『明
治
の
こ
と
ば
辞
曲
ハ』
惣
郷
正
明
、
飛
田
良
文
編
、
東
京
堂
出
版
、

一

九
九
八
年

(6
)

『日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
、
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
、

小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
、
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
-
二
〇
〇
二
年

一
二
月

(7
)

『大
漢
和
辞
典
』
修
訂
第
二
版

諸
橋
轍
次
編
、
大
修
館
書
店
、

一
九
八

九
年

(8
)

『新
聞
集
成
明
治
編
年
史
』
中
山
泰
昌
編
著
、
中
山
八
郎
監
修
、
本
邦
書

籍
、
昭
和
五
十
七
年

(9
)

『太
政
類
典
』
第

一
編

百
三
巻

(国
立
公
文
書
館
所
蔵
)

(10
)

「外
務
類
纂
」
『郵
政
百
年
史
資
料
』
第
二
巻
、
郵
政
省
編
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年

(11
)

『明
治
文
學
全
集
』
筑
摩
書
房
、

一
九
六
五
年
二
月
ー
一
九
八
九
年
二
月

(12
)

『漢
悟
外
来
祠
祠
典
』
対
正
淡

[ほ
か
]
編
、
上
海
辞
劣
出
版
社
、

一
九

八
四
年
、
八
二
頁

(13
)

荒
川
清
秀

「「電
」
の
つ
く
こ
と
ば
ー

「電
話
」
を
中
心
に
」
「NO
8
ソ
ウ

ル
高
麗
大
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

漢
字
訳
語
と
漢
字
文
化
圏
諸
言
語
の
近
代

語
彙

の
形
成

」

(
漢
字

文
化

圏

近
代

語

研
究

会

、

二
〇

〇

六
年

三
月

一
八

日
、

ソ

ウ

ル
)

(
14
)

『
讀
賣

新
聞

』

[O
U
-
菊
○
竃
版

]
、
読

売
新

聞
社

メ
デ

ィ
ア
企

画
局

デ

ー
タ

ベ
ー

ス
部
、

一
九

九

九

-
二
〇

〇

二

(
15
)

「
公
文

録
」

『郵
政

百
年

史
資

料

』
第

二
巻

、
郵
政

省
編

、
吉

川

弘
文
館

、

一
九

七
〇
年

(
16
)

『
新
編

漢

語
辞

林

』
明

治

三
十

七
年

(『
明

治
期

漢
語

辞

書

大

系
』
、
大

空

社

)

(
17
)

『
亞
墨

理
駕
船

渡

來

日
記
』

石
川

和
輔

(石

川
本

)
、

石
野
瑛

編
纂

、
武

相

考

古
会

、

昭
和

四
年

(
18
)

『
大
日

本
古

文
書

』

へ
「幕

末

外
国
関

係

文
書

之

五
」
、
東

京
大

學
資

料
編

纂

所

、
昭

和

五
十
九

年
)

(
19
)

「神

奈

川
日

記
」

『
松
栞

樓
叢

書
』

(逓

信
総

合
博
物

館

所
蔵

)

(
20
)

『博

物

通
信
』

瑪
高

温
著

、

咸
豐

元
年

(
一
八

五

一
)

(
21
)

八
耳
俊

文

「
漢
訳

西
学

書

『
博
物

通
書

』

と

「電

気
」

の
定

着
」
、

『青

山

學

院
女

子
短

期
大

學
紀

要
』

第

四
十

六
輯
、

一
九
九

二
年
、

一
〇

九

1

=
二
二

頁
(
22
)

『博

物
新

編
』

合

信
著
、

咸
豐

五
年

(
一
八
五
五

)

(
23
)

『博

物

新

編
譯

解
』

増

訂
再

刻

合

信

著
、

大
森

惟

中

譯

、
青

山

堂
、

明

治

七
年

(
一
八
七

四
)

(
24
)

『
百
科
全

書
』
、
丸

善
、

昭
和

六
〇

年

(明
治

十
七

年
版

の
復

刻
)

(
25
)

『江

戸
時

代
西

洋

百
科
事

典

『
厚
生

新
編

』

の
研
究

』
杉

本

つ
と

む
編
著

、

雄

山
閣
出

版

、

一
九
九

八
年

(
26
)

.、↓
冨

○
×
h
o
こ

国
口
αq
一一ω
げ

U
一〇
江
o
蠧

目
鴇

b。
巳

a

㌔
、
Ω

爰

Φ
巳

8
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勺
お
ωω

噛
H
り
○。㊤

(
27

)

.6

巳
ぢ

①

国
昌

目

o
一
〇
αq
く

U
一〇
け
一
〇
昌
費

ざ

、.
U
o
⊆
ひq
一鋤
ω

=
鋤
ε

Φ
さ

Z
o
<
①
ヨ
び
奠

b。
8

封

耳
8

日＼
＼
毫
芝
≦
・Φ
什団
ヨ
o
巳
冒
ρ

8

日
＼

(
28
)

中

野
明

『腕

木
通

信
』

朝
日

新
聞

社
、

二
〇

〇
三

年

(
29
)

前

掲
、

荒
川

氏
論

文

(注

13
)

(
30
)

橋

本
行

洋

「
「
食
感

」

の
語
誌

新

語

の
定
着

と
そ

の
要
因

」

『
日
本
語

の

研

究
』

第

二
巻

四
号
、

二
〇

〇
六

年

一
〇
月

、
九

ニ
ー

一
〇

七
頁

(
31
)

橋

本

行
洋

「
「
カ

ツ
ゼ

ツ

(滑

舌

・
活

舌
)

の
語

誌

近

代

の
漢

語

受

容

と
辞
書

」
」

『
國
語

と
國

文
学

』
平

成
十

七
年

十

二
月
、

五
〇

ー
六
五
頁

(
32
)

遠

藤

好
英

「
近

代

文
学

と

漢
字

」

『
漢
字

講

座
』

第

九

巻
、

明

治
書

院

、

昭
和

六
十

三
年

(
33
)

「
百
年

前

の
世

界

と
百

年
後

の
世

界

第

二
、
婦

人

問
題

」

浮

田
和

民

篇

『
太
陽
』

明

治

四
十

五
年

一
月

(
34
)

物

集

高
見

「
日
本

文
章

論

」

『皇

典

講
究

所

講
演

』

十

二
、

明
治

二
十

二

年
(
35
)

前

島
密

「漢

字
御

廢
止

之
議

」
慶

応

二
年

(
『國

語
國

字
教

育
史

料
總

覽
』

國
語
教

育
研

究
會

編
、

國
語

教
育

研
究

會
、

昭
和

四
十

四
年

)

(
36
)

清

水

卯
三
郎

「平

假
名

ノ
教

」

明
治

七
年

五
月

(前
掲

書
)

(
37
)

福

澤
諭

吉

『
文
字

之
教

』

明
治

六
年

八
月

(前
掲

書

)

(
38
)

矢

野

文
雄

『日
本

文
體

文
字

新
論

』
第

三
章

「
日
本

二
用

フ
可

キ
文
字

及

文
体

ノ
事

」
明

治
十

九
年

(前
掲

書

)

(
39
)

辻

新

次

『言

文

一
致
論

集
』

明

治

三
十
五
年

(前

掲
書

)

(40
)

半
沢
幹

一
「
二
葉
亭
四
迷
の
漢
字
1

『浮
雲
』
に
お
け
る
字
法
ー

」

『漢
字
講
座
』
第
九
巻
、
明
治
書
院
、
昭
和
六
十
三
年

(41
)

二
葉
亭
四
迷

「余
が
言
文

一
致
の
由
來
」
明
治
三
十
九
年

(『明
治
文
學

全
集
』
第

一
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
六
年
)

(42
)

末
松
謙
澄

「
日
本
文
章
論
」
明
治
十
九
年

(『明
治
文
學
全
集
』
第
七
九

巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
年
)

(43
)

高
橋
龍
雄

『國
語
學
原
論
』
中
文
館
書
店
、
昭
和
九
年
、

一
五
四
頁

(44
)

「訳
語
」
『日
本
語
学
研
究
事
典
』
飛
田
良
文

[ほ
か
]
編
、
明
治
書
院
、

二
〇
〇
七
年
、

一
五
四
頁
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